
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容

―
杜
詩
の
援
用
に
つ
い
て
（
中
期
の
場
合
）
―

（
人
文
・
社
会
科
学

漢
文
学
研
究
室
）

太
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は
じ
め
に

筆
者
は
日
本
中
世
禅
林
中
期
（
南
北
朝
時
代
末
期
か
ら
応
仁
の
乱
頃
）
に
お
い
て
、
禅
僧

が
杜
甫
に
関
す
る
事
項
を
ど
の
よ
う
に
自
身
の
作
品
に
詠
出
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
考
察

し
、
す
で
に
以
下
の
観
点
に
つ
い
て
論
じ
た
。

一
、
禅
林
の
宗
旨
に
対
し
て
外
集
習
得
の
あ
り
方
を
説
く
場
合
に
杜
詩
句
を
利
用
し
て
い

た
こ
と
。

①

二
、
杜
甫
に
関
す
る
画
図
が
種
種
描
か
れ
、
そ
こ
に
着
賛
し
て
い
た
こ
と
。

②

三
、
禅
林
の
組
織
が
貴
族
化
す
る
中
で
、
杜
甫
の
情
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
。

③

四
、
武
家
と
禅
林
の
関
係
が
密
接
化
す
る
中
で
、
杜
甫
の
忠
孝
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
。

④

五
、
秀
逸
な
詩
を
作
製
す
る
た
め
に
、
杜
甫
の
困
窮
像
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
。

⑤

六
、
秀
逸
な
詩
を
作
製
す
る
た
め
に
、
杜
甫
と
自
然
と
の
関
係
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
。

⑥

七
、
杜
詩
句
中
の
禅
的
要
素
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
。

⑦

以
上
の
よ
う
に
、
中
期
に
な
る
と
、
禅
僧
は
杜
甫
の
人
間
像
や
杜
詩
の
特
定
の
要
素
に
着
目

し
、
そ
れ
ら
を
自
身
の
作
品
に
詠
出
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
上
記
の
観
点
以
外
で
も
、
禅

僧
は
様
々
な
場
面
で
杜
甫
の
人
間
像
及
び
杜
詩
句
を
自
己
の
作
品
に
詠
出
し
て
い
る
。

初
期
（
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
末
期
）
に
お
い
て
、
既
に
夢
巌
祖
応
（
？
～
一
三
七
四

）

や
中
巌
円
月
（
一
三
〇
〇
～
一
三
七
五

）
と
い
っ
た
禅
僧
は
、
杜
詩
句
に
関
連
し
た
場
面
が
眼
前
に
現

れ
る
と
、
即
座
に
そ
の
詩
句
を
作
品
中
に
援
用
し
、
周
囲
に
自
身
の
博
識
ぶ
り
を
披
露
し
て

い
た
。
初
期
に
お
い
て
は
夢
巌
や
中
巌
と
い
っ
た
限
ら
れ
た
禅
僧
が
杜
詩
句
を
援
用
し
て
自

⑧

身
の
作
品
に
詠
出
し
て
い
た
が
、
中
期
に
な
る
と
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
中
期
の
禅
僧
が
ど
の
よ
う
に
初
期
の
傾
向
を
継
承
し
、
杜
詩
句
を
自
己
の
詩

文
に
援
用
し
て
い
た
か
を
検
討
す
る
。

一
、
杜
甫
の
名
が
直
接
に
詠
出
さ
れ
て
い
る
場
合

（
１
）
字
号
の
付
与
（
字
説
な
ど
）

禅
僧
の
道
号
を
一
に
「
字
」
と
い
い
、
そ
の
「
字
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
解
明
し
て
、

そ
の
僧
の
向
上
事
に
資
し
、
そ
の
遠
大
を
期
す
る
意
を
こ
め
て
記
さ
れ
る
の
が
「
字
説
」
で

あ
る
。
字
説
に
杜
詩
句
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
は
初
期
よ
り
既
に
行
わ
れ
て
い
た
。
⑨

中
期
に
お
い
て
翱
之
慧
鳳
（
生
没
年
不
詳

）
は
「
揚
伯
序
」
（
『
竹
居
清
事
』
）
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

今
聞
諸
孫
有
美
、
孰
不
籍
黄
花
而
思
徴
君
乎
。
遂
不
獲
嘿
、
輒
取
之
老
杜
惟
揚
一
俊
人

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容

愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
第
六
十
五
巻
　
三
〇
五
〜
三
二
〇
　
二
〇
一
八
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之
句
、
命
以
揚
伯
。

今

諸
孫
に
美
有
る
を
聞
く
に
、
孰
か
黄
花
を
籍
さ
ず
し
て
徴
君
を
思
は
ん
や
。
遂

し
る

に
嘿
す
る
を
獲
ず
、
輒
ち
之
を
老
杜
の
「
惟
揚

一
俊
人
」
の
句
に
取
り
、
命
ず
る

に
揚
伯
を
以
て
す
。

翱
之
は
「
揚
伯
」
の
字
号
を
付
け
る
に
際
し
、
杜
甫
の
「
奉
寄
章
十
侍
御
」
詩
の
「
淮
海
維

揚
一
俊
人
、
金
章
紫
綬
照
青
春
」
（
淮
海

維
揚
の
一
俊
人
、
金
章

紫
綬

青
春
を
照
ら
す
）

句
を
典
拠
に
し
て
い
る
。
杜
甫
が
章
彝
の
才
徳
を
褒
め
称
え
た
詩
句
か
ら
字
号
を
命
名
し
て

い
る
。

惟
肖
得
巌
（
一
三
六
〇
～
一
四
三
七

）
は
「
伯
清
字
説
」
（
『
東
海
璚
華
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

老
杜
詩
云
、
在
山
泉
水
清
、
出
山
泉
水
濁
。
一
時
有
所
指
而
言
、
非
千
載
通
論
也
。
夫

泉
在
山
也
、
儲
深
湛
碧
。
出
山
也
、
流
悪
蕩
氛
。
其
清
一
也
。

老
杜
詩
に
云
ふ
、
「
山
に
在
れ
ば
泉
水
清
し
、
山
を
出
づ
れ
ば
泉
水
濁
る
」
と
。
一

時

指
し
て
言
ふ
所
有
る
も
、
千
載
の
通
論
に
非
ざ
る
な
り
。
夫
れ
泉

山
に
在
る
や
、

儲

へ
深
く
し
て
湛
碧
た
り
。
山
を
出
づ
る
や
、
流
れ
悪
く
し
て
蕩
氛
た
り
。
其
の

た
く
は

清

一
な
り
。

惟
肖
は
「
伯
清
」
の
字
号
を
命
名
す
る
に
際
し
、
杜
甫
の
「
佳
人
」
詩
の
句
「
在
山
泉
水
清
、

出
山
泉
水
濁
」
（
山
に
在
れ
ば
泉
水
清
し
、
山
を
出
づ
れ
ば
泉
水
濁
る
）
を
典
拠
に
し
て
い

る
。
杜
甫
は
、
泉
が
山
よ
り
流
れ
出
し
て
い
な
い
と
き
は
澄
ん
で
い
る
が
、
山
を
出
れ
ば
汚

れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
。
惟
肖
は
そ
れ
な
り
に
理
解
し
な
が
ら
も
、
そ
の
根
本
の
清
ら
か
さ

は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
人
間
は
世
俗
に
紛
れ
込
む
と
、
一
見

汚
れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
心
の
根
本
は
清
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
受
号
者
が
清

ら
か
さ
を
取
り
戻
す
こ
と
を
期
待
し
、
字
号
を
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

惟
肖
得
巌
は
「
叔
寶
字
銘
」
（
『
東
海
瓊
華
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

東
山
珠
上
人
、
就
予
索
副
諱
。
礼
曰
、
冠
而
字
之
、
敬
其
名
也
。
請
以
叔
寶
命
之
。
老

杜
云
、
僧
寶
人
々
滄
海
珠
。
夫
采
之
法
海
、
秘
之
僧
苑
、
祝
字
期
望
所
属
也
。
而
晋
衛

玠
字
叔
寶
、
世
称
玉
潤
、
二
字
連
挙
。
亦
非
予
創
意
。
乃
製
銘
文
、
鄭
重
訓
辞
。

東
山
の
珠
上
人
、
予
に
就
き
て
副
諱
を
索
む
。
『
礼
』
に
曰
ふ
、
「
冠
し
て
之
に
字

し
、
其
の
名
を
敬
ふ
な
り
」
と
。
叔
寶
を
以
て
之
に
命
ぜ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
老
杜
云

ふ
、
「
僧
寶
に
し
て
人
々

滄
海
の
珠
な
り
」
と
。
夫
れ
之
を
法
海
に
采
り
、
之
を

僧
苑
に
秘
し
、
字
を
祝
し
て
期
望
の
属
す
る
所
な
り
。
而
し
て
晋
の
衛
玠

字
は
叔

寶
、
世
に
玉
潤
と
称
せ
ら
れ
、
二
字
連
挙
す
。
亦
た
予
の
創
意
に
非
ず
。
乃
ち
銘
文

を
製
り
て
、
訓
辞
を
鄭
重
に
す
。

建
仁
寺
の
珠
上
人
が
惟
肖
に
副
諱
を
求
め
て
い
る
。
惟
肖
は
副
諱
を
述
べ
る
に
際
し
、
『
礼

記
』
に
「
三
加
彌
尊
、
喩
其
志
也
。
冠
而
字
之
、
敬
其
名
也
」
（
三
加
し
て
彌
々
尊
き
は
、

其
の
志
を
喩
す
な
り
。
冠
し
て
之
を
字
す
る
は
、
其
の
名
を
敬
す
る
な
り
）
と
あ
り
、
命
名

の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
「
叔
寶
」
の
「
寶
」
に
つ
い
て
、
珠
上
人
の
「
珠
」

と
関
連
さ
せ
て
、
杜
甫
の
「
岳
麓
山
道
林
二
寺
行
」
詩
の
句
「
地
靈
歩
歩
雪
山
草
、
僧
寶
人

人
滄
海
珠
」
（
地
靈
に
し
て
歩
歩

雪
山
の
草
あ
り
、
僧
寶
に
し
て
人
人

滄
海
の
珠
な
り
）

を
拠
り
所
に
し
た
こ
と
を
言
う
。
こ
の
杜
詩
の
句
意
は
、
岳
麓
山
の
寺
と
道
林
寺
の
地
が
修

行
に
適
し
、
そ
こ
で
修
行
す
る
僧
が
三
寶
の
一
つ
で
、
滄
海
か
ら
拾
っ
た
真
珠
の
よ
う
で
あ

る
と
い
う
。
そ
し
て
晋
の
時
代
の
衛
玠
が
叔
寶
と
言
い
、
世
に
玉
潤
と
称
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
踏
ま
え
て
「
叔
寶
」
と
名
付
け
て
い
る
。

東
沼
周

（
一
三
九
一
～
一
四
六
二

）
は
「
廷
梁
説
」
（
『
流
水
集
』
巻
五
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。惟

梁
而
可
用
之
才
、
奈
云
何
哉
。
在
左
氏
賦
、
木
則
楓
柟
豫
章
。
在
杜
陵
詩
、
豫
章

飜
風
白
日
動
。
由
是
言
之
、
用
材
於
明
堂
、
致
美
於
輪
焉
奐
焉
者
豫
章
。
且
夫
聖
人

以
天
下
為
家
、
以
賢
材
為
梁
。

惟
れ
梁
に
し
て
用
ふ
べ
き
の
才
、
云
に
奈
何
ぞ
や
。
左
氏
の
賦
に
在
り
て
は
、
「
木

こ
こ

は
則
ち
楓

柟

豫
章
」
と
。
杜
陵
の
詩
に
在
り
て
は
、
「
豫
章

風
に
飜
り
て
白
日

太

田

亨
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動
く
」
と
。
是
れ
に
由
り
て
之
を
言
へ
ば
、
材
を
明
堂
に
用
ひ
、
美
を
輪
・
奐
に
致

す
者
こ
そ
豫
章
な
り
。
且
つ
夫
れ
聖
人
は
天
下
を
以
て
家
と
為
し
、
賢
材
を
以
て
梁

と
為
す
。

「
廷
梁
」
号
を
付
け
る
に
当
た
り
、
ま
ず
豫
章
が
左
思
の
「
呉
都
賦
」
に
「
木
則
楓
柟
豫
章
」

（
木
は
則
ち
楓

柟

豫
章
）
と
あ
り
、
次
い
で
杜
甫
の
「
短
歌
行
贈
王
郎
司
直
」
詩
に
「
豫

章
翻
風
白
日
動
」
（
豫
章

風
に
翻
り
て
白
日
動
く
）
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
杜
詩
句

の
意
は
、
楠
の
大
木
が
風
に
翻
っ
て
太
陽
が
動
き
出
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
豫
章
が
優
れ

た
材
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
巨
大
な
建
物
に
必
要
な
豫
章
で
あ
る
が
、
豫
章
つ
ま

り
梁
は
、
聖
人
が
天
下
を
家
と
見
な
し
た
場
合
の
賢
材
・
賢
人
に
匹
敵
す
る
。
受
号
者
に
も

梁
の
如
く
賢
人
に
な
っ
て
欲
し
い
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

東
沼
周

は
「
雲
崗
説
」
（
『
流
水
集
』
巻
五
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

其
脊
嶚
而
凌
雲
者
崗
。
故
蓬
莱
雲
見
于
封
禅
書
、
泰
山
雲
見
于
公
羊
傳
、
廬
山
雲
見

于
李
太
白
詩
、
剣
閣
雲
見
于
杜
少
陵
句
。
然
則
山
之
時
義
、
又
遠
矣
哉
。

其
れ
脊
嶚
に
し
て
雲
を
凌
ぐ
者
は
崗
な
り
。
故
に
蓬
莱
の
雲
は
封
禅
書
に
見
え
、
泰

山
の
雲
は
公
羊
傳
に
見
え
、
廬
山
の
雲
は
李
太
白
の
詩
に
見
え
、
剣
閣
の
雲
は
杜
少

陵
の
句
に
見
ゆ
。
然
れ
ば
則
ち
山
の
時
義
も
、
又
た
遠
き
か
な
。

こ
こ
で
は
「
雲
崗
」
号
を
付
け
る
に
当
た
り
、
先
ず
雲
を
も
凌
ぐ
山
脈
を
「
崗
」
と
言
う
こ

と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
雲
に
も
種
類
が
存
す
る
こ
と
を
言
う
。
『
史
記
』
「
封
禅
書
」
に
は

三
神
山
の
一
つ
と
し
て
蓬
莱
山
が
あ
り
、
蓬
莱
雲
は
そ
の
山
に
出
る
雲
の
こ
と
を
言
う
。
泰

山
雲
は
、
『
公
羊
傳
』
僖
公
三
十
一
年
に
「
觸
石
而
出
、
膚
寸
而
合
、
不
崇
朝
而
遍
雨
乎
天

下
者
、
唯
泰
山
爾
」
（
石
に
觸
れ
て
出
で
、
膚
寸
に
し
て
合
し
、
朝
を
崇
へ
ず
し
て
遍
く
天

お

下
に
雨
ふ
る
は
、
唯
だ
泰
山
の
み
）
と
あ
り
、
廬
山
雲
は
、
李
白
の
「
望
廬
山
瀑
布
水
二
首
」

詩
に
「
半
灑
雲
天
裏
」
（
半
ば
灑
ぐ

雲
天
の
裏
）
と
あ
り
、
剣
閣
雲
は
、
杜
甫
の
「
野
老
」

詩
に
「
長
路
關
心
悲
剣
閣
、
片
雲
何
事
傍
琴
臺
」
（
長
路

關
心

剣
閣
を
悲
し
み
、
片
雲

何
事
ぞ

琴
臺
に
傍
ふ
）
と
あ
る
こ
と
を
列
挙
す
る
。
杜
甫
の
詩
に
限
っ
て
い
え
ば
、
故
郷

が
剣
閣
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
一
片
の
雲
が
寄
り
添
っ
て
い
る
こ
と
を
詠
じ

て
い
る
。
い
ず
れ
の
用
例
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
に
お
け
る
時
の
意
義
を
奥
深
い
も
の
と
し
て

い
る
。
こ
う
し
て
「
雲
」
と
「
崗
」
の
意
を
格
調
高
く
し
、
受
号
者
が
名
を
轟
か
す
ほ
ど
の

人
物
と
し
て
大
成
す
る
こ
と
を
願
い
、
「
雲
崗
」
号
を
付
け
て
い
る
。

東
沼
周

は
「
芳
裔
説
」
（
『
流
水
集
』
巻
五
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

十
客
之
徒
、
頼
之
以
芳
。
是
皆
花
之
載
於
譜
者
也
。
其
方
於
人
也
、
亦
然
。
太
白
之

李
其
氏
、
杜
甫
之
浣
花
其
号
、
聖
兪
之
梅
其
系
、
以
其
詞
華
文
藻
、
流
芳
唐
宋
。
唐

宋
騒
雅
國
也
。
然
則
此
数
君
子
之
属
、
可
謂
名
花
之
流
亜
、
而
嘉
卉
之
后
裔
也
。

十
客
の
徒
、
之
を
頼
る
に
芳
を
以
て
す
。
是
れ
皆
な
花
の
譜
に
載
す
る
者
な
り
。
其

れ
人
に
方
ぶ
る
や
、
亦
た
然
り
。
太
白
の
李
は
其
の
氏
、
杜
甫
の
浣
花
は
其
の
号
、

く
ら

聖
兪
の
梅
は
其
の
系
、
其
の
詞
華
文
藻
を
以
て
、
芳
を
唐
宋
に
流
す
。
唐
宋
は
騒
雅

の
國
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
此
れ
君
子
の
属
を
数
ふ
る
は
、
名
花
の
流
亜
に
し
て
、
嘉

卉
の
后
裔
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。

十
種
の
花
は
、
芳
し
い
の
を
特
徴
と
し
て
名
高
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
人
間
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
太
白
の
李
は
氏
、
杜
甫
の
浣
花
は
号
、
聖
兪
の
梅
は
系
が
、
そ

れ
ぞ
れ
詞
華
文
藻
に
よ
っ
て
唐
宋
に
立
派
な
名
声
を
広
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
名
花
が
芳

し
さ
を
特
徴
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
も
芳
し
い
、
つ
ま
り
優
れ
た
詩
文
を
残
す
こ

と
で
そ
の
名
が
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
い
い
、
「
芳
」
と
「
裔
」
の
重
要
性
を
説
き
、

「
芳
裔
」
号
を
付
与
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
期
に
お
い
て
は
主
と
し
て
杜
詩
句
を
利
用
し
て
字
号
を
付
け
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
字
義
を
解
説
す
る
こ
と
が
屡
々
行
わ
れ
て
い
た
。
杜
詩
が
研
究
さ
れ
、
杜
詩
句
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
字
説
に
援
用
す
る
こ
と
が
増
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
号
は
禅
僧
個
人

に
と
っ
て
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
。
そ
の
号
に
杜
詩
句
を
用
い
る
こ
と
は
、
禅
僧
が
杜
詩
を

高
く
評
価
し
て
い
る
証
拠
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
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（
２
）
寺
制
上
の
公
文
書
（
疏
な
ど
）

禅
林
で
は
「

住
院

法
語
」
「

小

仏
事
法
語
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
禅
僧
が
仏
法
や

じ
ゅ
う
い
ん

し
ょ
う
ぶ
つ

じ

宗
旨
に
つ
い
て
述
べ
た
り
、
死
者
を
追
薦
す
る
た
め
に
記
し
た
法
語
や
、「
疏
」「
榜
」「
啓
札
」

つ
い
せ
ん

し
ょ

ぼ
う

け
い
さ
つ

と
い
っ
た
寺
制
上
実
用
の
公
文
書
が
頻
繁
に
製
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
法
語
や
公
文
書
に
杜
詩
句

が
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
既
に
初
期
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
。

中
期
に
お
い
て
も
法
語
や
公
文
書
に
杜
甫
の
忠
義
や
杜
詩
に
お
け
る
禅
的
要
素
を
詠
み
込

む
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
考
察
し
た
。
そ
れ
ら
の
特
定
の
場
面
に
限
ら
ず
、
杜
甫
の
詩
句
は

⑩

屡
々
中
期
の
禅
僧
に
援
用
さ
れ
て
い
る
。

東
沼
周

は
「
孫
子
敬
住
丹
之
雲
門
」
（
『
流
水
集
』
巻
二
）
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い

る
。

若
耶
之
渓
、
雲
門
之
寺
、
杜
少
陵
所
詠
非
耶
。
黄
湾
之
木
、
蒲
澗
之
鐘
、
蘇
子
瞻
之

詩
云
耳
。
尚
憑
尺
素
、
益
固
同
盟
。

若
耶
の
渓
、
雲
門
の
寺
、
杜
少
陵
の
詠
ず
る
所
か
非
か
。
黄
湾
の
木
、
蒲
澗
の
鐘
、

蘇
子
瞻
の
詩
に
云
ふ
の
み
。
尚
ほ
尺
素
に
憑
り
て
、
益
々
同
盟
を
固
く
す
。

子
敬
□
孫
が
丹
後
の
雲
門
寺
に
住
す
る
に
際
し
、
杜
甫
の
「
奉
先
劉
少
府
新
畫
山
水
障
歌
」

詩
の
句
に
「
若
耶
溪
雲
門
寺
」
（
若
耶
の
溪

雲
門
の
寺
）
と
あ
り
、
蘇
軾
の
「
發
廣
州
」

詩
の
句
に
「
蒲
澗
疎
鐘
外
、
黄
灣
落
木
初
」
（
蒲
澗

疎
鐘
の
外
、
黄
灣

落
木
の
初
）
と
あ

る
の
を
踏
ま
え
て
述
べ
て
い
る
。
子
敬
が
雲
門
寺
に
住
す
る
に
あ
た
り
、
杜
甫
の
詩
に
同
じ

名
の
寺
が
詠
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
蘇
軾
の
詩
に
同
じ
よ
う
な
土
地
柄
が
詠
出
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
即
座
に
示
し
て
い
る
。

東
沼
周

は
「
模
規
外
住
天
龍
」
（
『
流
水
集
』
巻
二
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

経
案
続
塵
、
久
甘
亮
座
主
之
隠
。
琴
臺
向
暮
、
俄
吟
杜
拾
遺
之
詩
。
不
論
上
坡
下
坡
、

直
到
等
覚
妙
覚
。

経
案

塵
に
続
き
、
久
し
く
亮
座
主
の
隠
に
甘
ん
ず
。
琴
臺

暮
れ
に
向
か
ひ
、
俄
か

に
杜
拾
遺
の
詩
を
吟
ず
。
上
坡
下
坡
を
論
ぜ
ず
、
直
ち
に
等
覚
妙
覚
に
到
る
。

規
外
周
模
が
天
龍
寺
に
住
す
る
に
際
し
、
以
前
に
万
寿
寺
に
住
持
し
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

万
寿
寺
の
境
致
で
あ
る
琴
臺
が
暮
れ
て
ゆ
き
、
杜
甫
の
「
琴
臺
」
詩
の
句
に
「
琴
臺
日
暮
雲
」

（
琴
臺

日
暮
の
雲
）
と
あ
る
の
を
俄
に
吟
じ
る
と
、
た
だ
ち
に
悟
り
の
境
地
に
至
る
と
あ

る
。
杜
詩
句
に
何
ら
か
の
禅
観
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

東
沼
周

は
「
東
山
建
仁
禅
寺
化
淋
汗
疏
」
（
『
流
水
集
』
巻
二
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

炎
天
梅
蘂
、
人
皆
誦
簡
齋
之
詩
。
冷
秋
菰
蒲
、
孰
不
願
少
陵
之
句
。
須
観
時
節
、
以

悟
水
因
。

炎
天
の
梅
蘂
、
人
皆
な
簡
齋
の
詩
を
誦
ん
ず
。
冷
秋
の
菰
蒲
、
孰
か
少
陵
の
句
を
願

は
ざ
ら
ん
や
。
須
く
時
節
を
観
、
以
て
水
因
を
悟
る
べ
し
。

禅
林
で
夏
安
居
中
に
風
呂
を
立
て
る
た
め
に
費
用
を
募
縁
す
る
疏
が
淋
汗
疏
で
あ
る
。
陳
与

義
の
「
題
趙
少
隠
清
白
堂
三
首
其
三
」
詩
の
句
に
「
炎
天
梅
蘂
簡
齊
詩
」
（
炎
天

梅
蘂

簡

齊
の
詩
）
、
杜
甫
の
「
熱
三
首
其
一
」
詩
の
句
に
「
願
作
冷
秋
菰
」
（
願
は
く
は
冷
秋
の
菰

を
作
さ
ん
）
と
あ
る
よ
う
に
、
夏
の
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
詩
句
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
暑
さ

に
関
し
て
詠
っ
た
杜
甫
の
詩
句
を
即
座
に
詠
出
し
て
い
る
。

初
期
に
お
い
て
、
禅
僧
が
仏
事
法
語
を
述
べ
る
に
際
し
て
、
杜
甫
の
名
を
直
接
に
詠
出
す

る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
中
期
に
な
る
と
、
禅
僧
は
杜
甫
の
名
を
直
接
に
詠
出
し
、

⑪

様
々
な
寺
制
上
の
公
文
書
に
杜
詩
句
を
直
接
に
引
用
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

（
３
）
寮
舎
や
画
図
に
対
し
て

初
期
で
は
住
持
の
退
居
寮
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
寮
舎
で
あ
る
が
、
中
期
に
な
る
と
そ

れ
を
守
る
塔
主
は
盟
主
と
な
っ
て
、
そ
の
門
徒
、
即
ち
小
教
団
を
統
制
す
る
役
割
を
担
う
に

到
り
、
新
た
な
寮
舎
が
次
々
と
創
建
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
軒

名
を
命
名
し
た
り
、
寮
舎
を
賛
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
に
杜
詩
句
が
援
用
さ
れ
る
こ

と
が
屡
々
存
し
た
。
義
堂
周
信
（
一
三
二
五
～
一
三
八
八

）
は
「
寄
題
葆
光
寺
依
緑
詩
有
序
」
（
『
空
華

太

田

亨
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集
』
巻
十
）
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

癸
亥
春
有
近
江
梵
尚
上
人
。
訪
余
京
寺
夜
話
、
出
依
緑
軒
詩
。
以
謂
予
曰
、
郷
間
敝
刹

称
葆
光
、
寔
先
本
師
黙
菴
諭
和
尚
、
以
応
安
年
間
所
剏
也
。
今
春
元
章
老
叔
遙
名
其
軒

曰
依
緑
。
蓋
取
唐
杜
少
陵
詩
名
園
依
緑
水
句
。
而
後
前
南
禅
清
谿
翁
、
楷
書
其
字
并
題

唐
律
八
句
者
一
篇
為
賜
。

癸
亥
の
春

近
江
の
梵
尚
上
人
有
り
。
余
を
京
寺
に
訪
ね
て
夜
話
し
、
依
縁
軒
の
詩

を
出
す
。
以
て
予
に
謂
ひ
て
曰
く
、
「
郷
間
の
敝
刹
に
し
て
葆
光
と
称
し
、
寔
に
先

づ
本
師
黙
菴
諭
和
尚
、
応
安
年
間
を
以
て

剏

る
所
な
り
。
今
春

元
章
老
叔

遙
か

は
じ
む

に
其
の
軒
を
名
づ
け
て
依
緑
と
曰
ふ
。
蓋
し
唐
の
杜
少
陵
が
詩
の
『
名
園

緑
水
に

依
る
』
の
句
に
取
る
。
而
る
後

前
南
禅
の
清
谿
翁
、
其
の
字
并
び
に
唐
律
八
句
を

題
す
る
者
一
篇
を
楷
書
し
て
賜
と
為
す
」
と
。

近
江
の
梵
尚
上
人
が
義
堂
を
尋
ね
、
依
緑
軒
に
題
し
た
詩
に
つ
い
て
そ
の
経
緯
を
話
し
て
い

る
。
始
め
黙
庵
周
諭
和
尚
が
郷
間
に
そ
び
え
立
つ
寺
を
「
葆
光
」
と
称
し
、
今
年
の
春
に
な

っ
て
元
章
周
郁
が
そ
の
軒
を
「
依
緑
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
軒
名
こ
そ
杜
甫
の

「
陪
鄭
廣
文
游
何
將
軍
山
林
十
首
」
詩
の
詩
句
「
名
園
依
緑
水
」
（
名
園

緑
水
に
依
る
）

に
由
来
す
る
と
い
う
。
軒
の
様
子
と
杜
詩
句
が
一
致
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
禅
を
営
む
場
に

相
応
し
い
名
と
し
て
杜
詩
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

柏
巌
継
趙
（
？
～
一
四
四
八

）
は
「
松
隠
齋
」
（
『
水
南
詩
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

高
人
幽
隠
地
、
松
樹
遶
茅
廬
。

宰
相
山
中
趣
、
拾
遺
渓
上
居
。

高
人

幽
隠
の
地
、
松
樹

茅
廬
を
遶
る
。
宰
相

山
中
の
趣
、
拾
遺

渓
上
の
居
。

こ
こ
で
は
書
斎
を
杜
甫
の
草
堂
に
比
し
て
い
る
。
世
俗
を
超
越
し
た
人
は
奥
深
い
地
に
お
い

て
、
松
の
樹
が
周
り
を
繞
っ
て
い
る
茅
の
い
お
り
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
言
い
、
そ
の
場
所

は
陶
弘
景
が
山
中
に
隠
れ
て
国
家
の
大
事
を
図
り
、
杜
甫
が
浣
花
渓
上
で
国
家
を
案
じ
た
と

こ
ろ
の
よ
う
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

寮
舎
の
増
加
に
従
い
、
次
第
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
書
院
や
書
斎
を
中
心
と
す
る
建
築
様

式
が
増
え
、
書
院
や
書
斎
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
水
墨
画
や
障
壁
画
の
需
要
が
強
ま
り
、
そ

れ
ら
に
賛
詩
を
付
す
機
会
も
増
加
す
る
。
杜
甫
の
人
間
像
や
杜
詩
句
を
モ
デ
ル
に
し
て
描
出

さ
れ
た
画
図
に
杜
詩
句
を
引
用
す
る
の
は
自
然
で
あ
り
、
そ
の
画
図
の
種
類
に
つ
い
て
は
既

に
論
じ
た
。
ま
た
杜
甫
の
人
間
像
及
び
杜
詩
句
を
対
象
と
し
て
描
い
て
い
な
い
画
図
で
あ
り

⑫

な
が
ら
、
杜
詩
句
を
引
用
し
て
賛
し
た
例
も
数
多
く
存
す
る
。
「
蕭
湘
八
景
図
」
や
「
岳
陽

楼
図
」
を
賛
し
た
詩
に
、
杜
甫
の
「
登
岳
陽
楼
」
詩
の
詩
句
が
屡
々
引
用
さ
れ
て
い
た
り
、

「
海
棠
」
図
に
対
す
る
賛
に
、
杜
甫
の
母
の
名
前
が
「
海
棠
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
杜
甫
が

海
棠
を
詩
に
詠
み
込
ま
な
か
っ
た
と
い
う
逸
話
を
引
用
し
た
り
し
て
い
る
。

⑬

他
に
も
惟
肖
得
巌
は
「
琴
書
之
樂
齋
図
序
」
（
『
東
海
瓊
華
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

陶
靖
節
云
、
只
識
琴
中
趣
、
何
労
絃
上
聲
。
其
心
寓
於
物
不
滞
於
物
、
逍
遙
自
樂
之
適
、

可
想
見
矣
。
杜
少
陵
云
、
讀
書
破
萬
巻
。
又
云
、
讀
書
難
字
過
。
幼
壮
異
業
、
為
学
次

第
厳
矣
。

陶
靖
節
云
ふ
、
「
只
だ
琴
中
の
趣
を
識
り
、
何
ぞ
労
め
ん

絃
上
の
聲
」
と
。
其
の

つ
と

心

物
に
寓
し
て
物
に
滞
ら
ず
、
逍
遙
と
し
て
自
樂
の
適
な
る
こ
と
、
想
見
す
べ
し
。

杜
少
陵
云
ふ
、
「
讀
書

萬
巻
を
破
る
」
と
。
又
た
云
ふ
、
「
讀
書

難
字

過
ご
す
」

と
。
幼
壮
よ
り
業
を
異
と
し
、
学
を
為
す
に
次
第
に
厳
た
り
。

こ
こ
で
は
『
晉
書
』
陶
潜
伝
を
引
用
し
、
「
琴
書
」
の
「
琴
」
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て

杜
甫
の
「
奉
贈
韋
左
丞
丈
二
十
二
韻
」
の
詩
句
「
讀
書
破
萬
卷
、
下
筆
如
有
神
」
（
讀
書

萬
卷
を
破
り
、
筆
を
下
せ
ば
神
有
る
が
如
し
）
と
、
「
漫
成
二
首
」
の
詩
句
「
讀
書
難
字
過
、

對
酒
満
壺
頻
」
（
讀
書

難
字
過
ご
し
、
酒
に
對
し
て
満
壺
頻
な
り
）
を
引
用
し
、
「
書
」
に

言
及
し
て
い
る
。
両
者
の
言
を
詠
出
す
る
こ
と
で
学
問
を
大
成
す
る
こ
と
の
厳
し
さ
を
示
し
、

「
琴
書
之
樂
斎
図
」
を
よ
り
際
立
た
せ
て
い
る
。

東
沼
周

は
「
扇
面
賛
并
序
」
（
『
流
水
集
』
巻
三
）
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

八
八
児
之
後
有
樹
。
樹
也
不
辨
厥
名
。
若
花
而
謝
者
。
吁
、
可
惜
哉
。
因
摘
唐
杜
少

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
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陵
頭
白
烏
之
句
、
戯
題
一
絶
云
、

八
八
児
の
後
に
樹
有
り
。
樹
や
厥
の
名
を
弁
ぜ
ず
。
若
花
に
し
て
謝
す
る
者
の
ご
と

そ

し
。
吁
、
惜
し
む
べ
き
か
な
。
因
り
て
唐
杜
少
陵
の
頭
白
烏
の
句
を
摘
み
て
、
戯
れ

に
一
絶
を
題
し
て
云
ふ
、

扇
面
に
九
官
鳥
と
名
前
の
不
明
な
木
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
花
を
見
て
も
い
つ
か

は
し
ぼ
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
嘆
き
、
杜
甫
の
「
哀
王
孫
」
詩
の
句
に
「
長
安
城
頭
頭
白
烏
」

（
長
安
城
頭

頭
白
の
烏
）
と
あ
る
の
を
想
起
し
た
上
で
、
絶
句
を
詠
ん
で
い
る
。
絶
句
に

は
「
花
落
連
朝
雨
、
胡
為
未
白
頭
」
（
花
落
つ

朝
雨
連
な
る
、
胡
為
す
れ
ぞ
未
だ
白
頭
な

ら
ざ
ら
ん
）
と
言
い
、
自
身
の
頭
が
白
髪
に
な
り
老
い
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。

画
賛
詩
で
あ
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
光
巌
老
人
（
生
没
年
不
詳

）
は
「
暁
江

解
纜
」
（
『
建
長
寺
龍
源
菴
所
蔵
詩
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

江
村
借
宿
近
漁
家
、
暁
解
鴎
辺
弱
纜
斜
。

霧
樹
難
分
春
岸
濶
、
関
情
杜
甫
老
年
花
。

江
村
に
借
宿
す
れ
ば
漁
家
近
し
、
暁
に
解
す

鴎
辺

弱
纜
の
斜
め
な
る
を
。
霧
樹

分
か
ち
難
く

春
岸
濶
し
、
関
情
す

杜
甫

老
年
の
花
。

明
け
方
の
江
で
、
岸
に
繋
い
で
い
た
舟
の
紐
を
解
き
出
発
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
と
解

し
た
。
霧
に
包
ま
れ
た
樹
が
区
別
し
が
た
い
様
子
を
見
て
、
杜
甫
の
「
小
寒
食
舟
中
作
」
詩

に
「
春
水
船
如
天
上
坐
、
老
年
花
似
霧
中
看
」
（
春
水

船
は
天
上
に
坐
す
る
が
如
く
、
老

年

花
は
霧
中
に
看
る
に
似
た
り
）
と
あ
る
の
を
想
起
し
て
い
る
。
杜
甫
の
最
晩
年
の
作
品

で
、
舟
に
乗
っ
て
旅
す
る
の
に
、
そ
の
乗
り
心
地
が
天
上
に
坐
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
老

い
た
目
に
は
花
が
霧
の
中
で
散
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

同
様
に
画
賛
詩
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
心
田
清
播
は
「
五
橋
春
水
」
（
『
聴
雨
外
集
』
）

で
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

工
部
詩
中
第
五
橋
、
園
臨
緑
水
竹
蕭
々
。

眠
鴎
宿
鷺
旧
相
識
、
十
頃
玻
璃
春
不
揺
。

工
部
が
詩
中

第
五
橋
、
園
は
緑
水
に
臨
み

竹
蕭
々
。
眠
鴎

宿
鷺

旧
き
よ
り
相
識

り
、
十
頃

玻
璃

春
揺
る
が
ず
。

前
半
部
で
、
杜
甫
の
「
陪
鄭
廣
文
遊
何
將
軍
山
林
十
首
」
詩
の
句
に
「
不
識
南
塘
路
、
今
知

第
五
橋
。
名
園
依
緑
水
、
野
竹
上
青
霄
」
（
識
ら
ず

南
塘
の
路
、
今
知
る

第
五
橋
。
名
園

緑
水
に
依
り
、
野
竹

青
霄
に
上
る
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
。
後
半
部
で
は
、
春
の

の
ど
か
な
景
色
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
心
田
は
建
仁
寺
僧
で
あ
り
、
「
第
五
橋
」
（
五
条
大
橋
）

は
建
仁
寺
の
境
致
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
画
図
題
と
言
う
よ
り
は
実
景
を
詩
題
と
し
て
い
る
可

能
性
の
方
が
高
い
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
第
五
橋
」
よ
り
想
起
さ
れ
た
の

は
杜
甫
の
詩
句
で
あ
っ
た
。

柏
巌
継
趙
は
「
鳳
雛
」
（
『
水
南
詩
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

瑞
図
可
必
自
天
傳
、
阿
閣
巣
高
傍
母
眠
。

鞠
養
誰
同
浣
花
杜
、
心
當
竹
実
血
甘
泉
。

瑞
図

必
ず
天
よ
り
傳
ふ
べ
し
、
阿
閣

巣
高
く
母
を
傍
に
し
て
眠
る
。
鞠
養
す
る
に

誰
か
浣
花
の
杜
と
同
じ
う
せ
ん
、
心
は
竹
実
に
當
た
り
て
甘
泉
を
血
ふ
。

う
れ

吉
祥
を
示
す
鳳
凰
の
雛
が
母
に
寄
り
添
っ
て
眠
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
眠
っ
て
い
る
様
子
を
詠
出
す
る
の
に
、
杜
甫
の
「
絶
句
漫
興
九
首
其
七
」
詩
に
「
沙

上
鳧
雛
傍
母
眠
」
（
沙
上
の
鳧
雛

母
に
傍
ひ
て
眠
る
）
と
あ
る
の
を
引
用
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
寮
舎
に
命
名
し
た
り
賛
し
た
り
す
る
場
合
や
、
画
図
に
着
賛
す
る
場
合

に
、
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
杜
詩
句
を
援
用
す
る
こ
と
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
中
期
に
至

る
と
、
禅
林
社
会
が
変
化
し
、
様
々
な
様
式
が
生
ま
れ
た
。
寮
舎
の
普
及
に
伴
っ
た
水
墨
画

図
の
流
布
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
変
化
に
応
じ
て
、
杜
甫
の
人
間
像
や
杜
詩
句
が

引
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
頻
度
は
非
常
に
高
い
。
杜
詩
が
禅
林
に
浸
透
し
て
い
た
証

拠
と
い
え
よ
う
。

（
４
）
読
後
感
懐
詩

太

田

亨
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日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容

初
期
禅
僧
の
中
で
杜
甫
と
そ
の
詩
を
考
究
対
象
と
し
て
最
も
多
く
取
り
あ
げ
て
い
た
の

は
、
中
巌
圓
月
で
あ
る
。
中
巌
は
自
身
の
作
品
の
詩
題
に
杜
甫
の
名
や
杜
詩
の
存
在
を
明
記

し
た
。
そ
の
傾
向
は
中
期
に
も
継
承
さ
れ
、
義
堂
周
信
は
「
讀
李
杜
詩
戯
酬
空
谷
応
侍
者
」

⑭

（
『
空
華
集
』
巻
七
）
、
惟
肖
得
巌
は
「
讀
樂
遊
園
詩
」
（
『
東
海
瓊
華
集
』
）
、
一
桂
老
人
（
生

没
年
不
詳

）
は
「
讀
杜
甫
麗
人
行
」
（
『
一
桂
老
人
詩
』
）
・
「
書
杜
陵
端
午
賜
衣
詩
後
」
（
『
建
長
寺

龍
源
菴
所
蔵
詩
集
』
）
、
一
曇
聖
瑞
（
生
没
年
不
詳

）
は
「
讀
杜
甫
洗
馬
行
」
（
『
幽
貞
集
』
）
等
を

製
し
、
そ
の
内
容
に
杜
甫
の
困
窮
や
忠
義
を
詠
み
込
ん
だ
。

⑮

義
堂
は
「
人
日
偶
讀
杜
詩
有
感
復
用
前
韻
呈
陽
谷
」
（
『
空
華
集
』
巻
八
）
で
も
次
の
よ

う
に
詠
じ
て
い
る
。

子
美
生
涯
二
頃
園
、
飢
寒
如
此
豈
能
堪
。

毎
逢
人
日
梅
華
發
、
便
有
草
堂
詩
興
含
。

萬
里
江
湖
魚
脱
筍
、
百
年
塵
土
蛤
投
籃
。

菜
羮
頼
有
厨
人
辨
、
同
啜
休
分
辣
與
甘
。

子
美
が
生
涯

二
頃
の
園
、
飢
寒

此
の
如
し

豈
に
能
く
堪
へ
ん
や
。
人
日
に
梅
華

の
發
く
に
逢
ふ
毎
に
、
便
ち
草
堂
の
詩
興
含
ま
る
有
り
。
萬
里
の
江
湖

魚

筍
を
脱

し
、
百
年
の
塵
土

蛤

籃
に
投
ず
。
菜
羮

頼
に
厨
人
の
辨
ず
る
有
り
、
同
啜
し
て

辣
と
甘
と
を
分
か
つ
こ
と
を
休
め
よ
。

義
堂
は
人
日
・
正
月
七
日
に
杜
甫
の
詩
を
読
み
、
感
銘
を
受
け
、
陽
谷
に
詩
を
呈
し
て
い
る
。

第
一
句
で
は
杜
甫
の
「
甘
園
」
詩
の
句
に
「
春
日
清
江
岸
、
千
甘
二
頃
園
」
（
春
日

清
江

の
岸
、
千
甘

二
頃
の
園
）
と
あ
る
よ
う
に
、
廣
徳
元
年
に
柑
園
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
、
生
涯
に
僅
か
な
柑
園
し
か
経
営
し
て
い
な
い
た
め
、
飢
寒
に
堪
え
ら
れ
る
は
ず
が

な
い
で
あ
ろ
う
と
同
情
し
て
い
る
。
そ
し
て
毎
年
、
人
日
に
梅
の
花
が
開
く
の
を
見
て
、
杜

甫
の
詩
興
が
自
分
に
も
起
こ
る
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
。

心
田
清
播
は
「
讀
賈
至
舎
人
早
朝
大
明
宮
詩
」
（
『
聴
雨
外
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て

い
る
。

大
明
曙
漏
競
朝
天
、
傳
册
舎
人
裁
此
篇
。

鼓
吹
李
唐
三
百
載
、
陽
春
和
入
少
陵
絃
。

大
明
の
曙
漏

朝
天
を
競
ふ
、
册
を
傳
ふ
る
舎
人

此
の
篇
を
裁
す
。
鼓
吹
す

李
唐

の
三
百
載
、
陽
春

和
し
て
入
る

少
陵
の
絃
。

こ
れ
は
賈
至
の
「
早
朝
大
明
宮
」
詩
を
読
ん
だ
後
に
感
懐
を
詠
っ
た
詩
で
あ
る
。
大
明
宮
に

朝
の
光
が
漏
れ
る
と
、
み
な
天
子
に
謁
見
す
る
こ
と
を
競
う
。
そ
し
て
舎
人
で
あ
る
賈
至
が

大
明
宮
に
つ
い
て
詩
を
詠
む
と
、
そ
の
詩
に
は
李
氏
の
唐
の
栄
華
が
三
百
年
続
く
こ
と
を
主

張
し
て
お
り
、
暖
か
い
春
に
、
杜
甫
も
賈
至
の
詩
に
和
し
た
と
い
う
。
賈
至
の
原
作
に
は
杜

甫
の
他
に
王
維
や
岑
参
が
唱
和
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
杜
甫
の
詩
集
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
読
後
の
感
懐
を
述
べ
た
詩
を
「
読
後
感
懐
詩
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
中
期

に
な
る
と
多
く
の
禅
僧
が
「
読
後
感
懐
詩
」
を
製
す
る
よ
う
に
な
る
。
初
期
で
は
外
集
を
読

む
こ
と
さ
え
規
制
さ
れ
、
ま
し
て
や
自
身
の
詩
文
に
外
集
に
関
連
す
る
こ
と
を
直
接
に
詠
出

す
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
中
期
に
な
る
と
、
詩
題
に
直
接
に
杜
甫
の
名
を

出
し
、
内
容
に
杜
詩
句
を
引
用
し
な
が
ら
、
自
ら
の
感
想
を
述
べ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
く
る
。
こ
れ
は
深
く
文
章
観
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ
る
が
、
杜
詩
に
関
し
て
い
え
ば
、

細
部
の
考
究
が
進
み
、
深
く
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
武
家
社
会
か
ら
の
要
請

禅
林
社
会
は
既
に
初
期
よ
り
武
家
社
会
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
禅
僧
は
庇
護
者

で
あ
る
武
家
の
仏
事
・
法
語
を
担
当
し
、
彼
ら
の
意
に
適
っ
た
文
章
を
製
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
中
期
以
降
も
さ
ら
に
武
家
社
会
と
の
関
係
が
深
ま
っ
た
結
果
、
そ
の
影
響
で
愛

好
さ
れ
る
に
至
っ
た
杜
詩
も
存
す
る
。

瑞
渓
周
鳳
（
一
三
九
一
～
一
四
七
三

）
は
「
画
鷹
二
首
並
序
」
（
『
臥
雲
稿
』
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

鳥
之
勇
者
曰
鷹
也
。
大
可
以
攫
孤
兎
。
小
可
以
逐
鳥
雀
。
凡
養
之
者
、
所
以
備
于
田
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猟
也
。
然
画
鷹
無
搏
撃
功
、
間
有
愛
焉
者
何
也
。
蓋
挙
娯
玩
耳
。
杜
陵
詠
鷹
多
矣
。

無
真
画
見
于
集
中
。
後
人
述
其
意
曰
、
嫉
悪
剛
腸
、
尤
思
排
撃
。
然
則
非
向
所
謂
曰

猟
也
。
娯
玩
之
類
焉
。
其
意
深
矣
。
伊
勢
勢
州
守
、
早
輔
府
君
、
而
忠
義
超
于
先
烈
。

國
勢
之
所
係
、
名
称
其
実
。
亦
豈
無
嫉
悪
思
撃
之
意
哉
。
近
得
画
鷹
、
命
予
賦
之
。

係
以
小
絶
。

鳥
の
勇
な
る
者
を
鷹
と
曰
ふ
な
り
。
大
な
る
は
以
て
孤
兎
を

攫

る
べ
し
。
小
な
る

う
ち
と

は
以
て
鳥
雀
を
逐
ふ
べ
し
。
凡
そ
之
を
養
ふ
者
、
田
猟
に
備
ふ
る
所
以
な
り
。
然
れ

ば
画
鷹
は
搏
撃
の
功
無
く
、
間
に
焉
を
愛
す
る
者
有
る
は
何
ぞ
や
。
蓋
し
娯
玩
を
挙

ぐ
る
の
み
。
杜
陵

鷹
を
詠
ふ
こ
と
多
し
。
真
の
画
無
く
集
中
に
見
ゆ
。
後
人
其
の

意
を
述
べ
て
曰
く
、「
嫉
悪
剛
腸
に
し
て
、
尤
も
排
撃
を
思
ふ
」
と
。
然
れ
ば
則
ち
向さ

き

の
所
謂
る
猟
と
曰
ふ
に
非
ざ
る
な
り
。
娯
玩
の
類
な
り
。
其
の
意
深
し
。
伊
勢
勢
州

の
守
、
早
く
府
君
を
輔
け
、
忠
義
は
先
烈
を
超
ゆ
。
國
勢
の
係
る
所
、
名
は
其
の
実

に
称
ふ
。
亦
た
豈
に
嫉
悪
思
撃
の
意
無
か
ら
ん
や
。
近
ご
ろ
画
鷹
を
得
、
予
に
命
じ

て
之
を
賦
さ
し
む
。
係
る
に
小
絶
を
以
て
す
。

瑞
渓
は
、
生
き
物
と
し
て
の
鷹
は
大
き
け
れ
ば
狐
や
兔
を
捕
獲
し
、
小
さ
け
れ
ば
鳥
や
雀
を

捕
獲
す
る
の
に
対
し
、
画
図
に
描
か
れ
た
鷹
は
功
績
も
な
い
の
に
な
ぜ
愛
好
さ
れ
る
の
か
を

説
く
。
瑞
渓
は
、
画
図
の
鷹
は
楽
し
み
弄
ぶ
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
を
見
る
と
、
悪
を

憎
み
、
も
の
に
屈
し
な
い
心
が
強
く
湧
き
起
こ
り
、
悪
を
最
も
排
撃
し
て
退
け
た
く
思
う
よ

う
に
な
る
と
い
う
。
幕
府
の
財
政
を
預
か
る
政
所
執
事
の
伊
勢
守
成
親
は
若
く
し
て
府
君
・

足
利
義
政
を
補
佐
し
、
そ
の
忠
義
は
先
祖
の
偉
勲
を
超
え
て
お
り
、
画
図
の
鷹
の
よ
う
に
悪

を
憎
み
斥
け
た
い
と
願
っ
て
い
る
と
称
揚
す
る
。
こ
の
よ
う
に
武
士
は
、
画
図
に
描
か
れ
た

鷹
を
嗜
好
し
て
お
り
、
同
じ
よ
う
に
過
去
に
「
画
鷹
」
を
愛
し
、
悪
を
憎
み
つ
つ
多
く
の
詩

を
製
し
た
人
物
と
し
て
杜
甫
を
挙
げ
て
い
る
。
続
く
小
絶
・
七
言
絶
句
に
は
次
の
よ
う
に
詠

っ
て
い
る
。

奇
毛
黄
白
巧
為
紋
、
不
混
尋
常
鷙
鳥
群
。

今
日
武
門
師
尚
父
、
飛
揚
相
共
入
青
雲
。

奇
毛

黄
白
に
し
て
巧
み
に
紋
を
為
し
、
混
ぜ
ず

尋
常
の
鷙
鳥
の
群
。
今
日

武
門

尚
父
を
師
と
す
、
飛
揚
す
れ
ば
相
共
に
青
雲
に
入
る
。

前
半
は
、
杜
甫
の
「
贈
特
進
汝
陽
王
二
十
韻
」
詩
の
句
「
奇
毛
或
賜
鷹
」
（
奇
毛

或
い
は

鷹
を
賜
ふ
）
を
引
用
し
、
鷹
が
普
通
の
強
い
鳥
と
は
異
な
る
こ
と
を
い
う
。
そ
の
上
で
、
今

日
武
門
に
お
い
て
成
親
が
貴
き
父
祖
を
師
と
し
、
鷹
の
よ
う
に
飛
び
上
が
り
、
立
身
出
世
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
禅
僧
は
武
家
の
意
に
適
う
こ
と
を
最
優
先
に
し
て
詩
文
を
詠
ん
で
い
る
。
鷹

は
武
家
の
愛
好
の
対
象
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
た
め
鷹
を
詠
ん
だ
杜
詩
が
尊
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
６
）
詩
文
に
お
け
る
当
意
即
妙

中
期
以
降
も
、
杜
詩
句
と
同
様
の
場
面
が
眼
前
に
現
れ
る
と
、
即
座
に
そ
の
詩
句
を
詠
じ
、

自
身
の
博
識
ぶ
り
を
周
囲
に
披
露
す
る
こ
と
は
屡
々
見
ら
れ
る
。
義
堂
周
信
は
、
「
人
日
、

患
目
不
赴
詩
筵
戯
作
謝
之
」
（
『
空
華
集
』
巻
一
）
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

年
年
此
日
惜
年
芳
、
幾
欲
題
詩
効
草
堂
。

今
日
梅
花
応
笑
我
、
眼
昏
看
不
到
宮
糚
。

年
年

此
の
日

年
芳
を
惜
し
み
、
幾

は
く
は
詩
を
題
し
て
草
堂
を
効
は
ん
と
欲
す
。

こ
ひ
ね
が

今
日

梅
花

応
に
我
を
笑
ふ
べ
し
、
眼
は
昏
く

看
る
も
宮
糚
に
到
ら
ず
。

人
日
・
正
月
七
日
に
、
義
堂
は
ど
う
や
ら
宿
疾
で
あ
る
眼
病
（
「
空
華
」
の
号
は
そ
の
た
め
）

が
悪
化
し
て
い
た
か
、
詩
筵
に
赴
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
戯
れ
に

詩
を
製
し
、
毎
年
人
日
の
日
に
春
の
美
し
い
花
を
惜
し
み
、
杜
甫
の
「
人
日
二
首
其
二
」
詩

に
「
此
日
此
時
人
共
得
、
一
談
一
笑
俗
相
看
」
（
此
の
日

此
の
時

人
共
に
得
、
一
談

一

笑

俗
相
看
る
）
と
あ
る
の
を
模
倣
し
て
い
た
の
に
、
今
年
は
眼
を
患
っ
た
た
め
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
人
日
と
聞
い
て
想
起
さ
れ
た
の
が
杜
甫
の
詩
で
あ

太

田

亨
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っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

義
堂
は
「
贈
儔
上
人
詩
巻
後
序
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昔
者
東
漢
馬
臻
、
為
會
稽
太
守
。
築
塘
畜
水
者
、
周
廻
三
百
里
、
佳
山
秀
水
、
互
相
暎

發
、
若
鏡
涵
物
象
。
故
王
内
史
有
言
、
従
山
陰
路
上
行
、
如
在
鑑
中
遊
。
逮
于
李
唐
天

宝
間
、
集
賢
学
士
賀
知
章
、
字
季
真
、
自
号
四
明
狂
客
者
、
乞
帰
為
道
士
、
敕
賜
鏡
湖

一
曲
。
由
是
文
人
詩
叟
、
往
往
形
於
賦
詠
。
若
杜
少
陵
曰
、
越
女
天
下
白
、
鑑
湖
五
月

涼
、
李
謫
僊
則
曰
、
鑑
湖
三
百
里
、
菡
萏
發
荷
花
。
而
後
、
鑑
湖
之
名
、
遂
播
天
下
矣
。

昔
者

東
漢
の
馬
臻
、
會
稽
の
太
守
と
為
る
。
塘
を
築
き
水
を
畜
ふ
者
、
周
り
は
三

む
か
し

こ
と

百
里
を
廻
り
、
佳
山
秀
水
、
互
ひ
に
相
暎
發
し
、
鏡
の
物
象
を
涵
す
が
若
し
。
故
に

ひ
た

王
内
史
に
言
ふ
こ
と
有
り
、
「
山
陰
の
路
上
に
従
ひ
て
行
け
ば
、
鑑
中
に
在
り
て
遊

ぶ
が
如
し
」
と
。
李
唐
の
天
宝
間
に
逮
び
て
、
集
賢
学
士
の
賀
知
章
、
字
は
季
真
、

自
ら
四
明
の
狂
客
と
号
す
る
者
、
帰
り
て
道
士
と
為
ら
ん
こ
と
を
乞
ひ
、
敕
し
て
鏡

湖
の
一
曲
を
賜
ふ
。
是
に
由
り
て
文
人
詩
叟
、
往
往
に
賦
詠
に

形

る
。
杜
少
陵
が
、

あ
ら
は

「
越
女

天
下
に
白
く
、
鑑
湖

五
月
の
涼
」
と
曰
ひ
、
李
謫
僊
は
則
ち
、
「
鑑
湖

三
百
里
、
菡
萏

荷
花
を
發
く
」
と
曰
ふ
が
若
し
。
而
し
て
後
、
鑑
湖
の
名
、
遂
に

天
下
に
播
く
。

し

後
漢
の
馬
臻
が
、
会
稽
の
太
守
の
時
に
築
い
た
湖
が
「
鑑
湖
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、

王
逸
少
の
言
辞
（
『
水
經
注
』
史
部
）
が
発
端
と
な
り
、
賀
知
章
が
曲
を
製
し
、
杜
甫
が
「
壮

遊
」
詩
で
「
越
女
天
下
白
、
鑒
湖
五
月
涼
」
（
越
女

天
下
白
し
、
鑒
湖

五
月
涼
し
）
と
詠

い
、
李
白
が
「
子
夜
呉
歌
」
で
「
鏡
湖
三
百
里
、
菡
萏
發
荷
花
」
（
鏡
湖

三
百
里
、
菡
萏

荷
花
を
發
す
）
と
詠
っ
た
こ
と
で
世
に
広
ま
っ
た
と
指
摘
す
る
。
鑑
湖
の
起
源
を
深
く
考
証

し
て
い
る
と
同
時
に
、
杜
詩
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

心
華
元
棣
（
生
没
年
不
詳

）
は
「
寄
東
光
古
剣
西
堂
」
（
『
心
華
稿
』
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。病

夫
西
入
作
陽
、
忽
歳
余
、
懇
無
日
不
在
東
光
和
尚
左
右
。
近
者
仰
中
偶
誦
儒
者
杜
工

部
愚
公
野
谷
村
、
随
水
到
龍
門
之
語
、
有
感
。
増
以
四
字
、
続
以
二
句
、
以
成
一
偈
献
。

病
夫

西
の
か
た
作
陽
に
入
り
、
忽
ち
歳
余
、
懇
ろ
に
日
々
東
光
和
尚
の
左
右
に
在

ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
近
き
者
の
仰
中

偶
々
儒
者
な
る
杜
工
部
の
「
愚
公
が
野
谷
の

村
」
「
水
に
随
ひ
て
龍
門
に
到
る
」
の
語
を
誦
ん
じ
、
感
有
り
。
増
す
に
四
字
を
以

て
し
、
続
く
る
に
二
句
を
以
て
し
、
以
て
一
偈
を
成
し
て
献
ず
。

か
つ
て
鎌
倉
東
光
寺
に
住
持
し
た
病
身
の
古
剣
妙
快
和
尚
が
作
陽
に
赴
い
て
一
年
あ
ま
り
。

一
日
と
し
て
和
尚
の
左
右
身
辺
に
誰
も
い
な
い
と
い
う
状
態
は
な
か
っ
た
。
偶
々
近
く
に
仕

え
る
仰
中
が
杜
甫
の
「
贈
比
部
蕭
郎
中
十
兄
」
詩
に
「
愚
公
野
谷
村
」
（
愚
公
が
野
谷
の
村
）

と
あ
る
句
と
、
「
奉
留
贈
集
賢
院
崔
于
二
学
士
」
詩
に
「
隨
水
到
龍
門
」
（
水
に
隨
ひ
て
龍

門
に
到
る
）
と
あ
る
句
を
誦
ん
じ
た
と
こ
ろ
、
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各

句
に
二
字
ず
つ
付
加
し
、
後
に
二
句
を
付
加
し
て
一
首
の
偈
頌
を
製
し
献
上
し
た
と
あ
る
。

そ
の
偈
頌
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
衲
愚
公
埜
谷
村
、
更
期
随
水
到
龍
門
。

東
光
夜
半
懸
紅
日
、
黒
漆
崑
崙
失
咲
奔
。

一
衲

愚
公
が
埜
谷
の
村
、
更
に
期
す

水
に
随
ひ
て
龍
門
に
到
る
を
。
東
光

夜
半

に
紅
日
懸
か
り
、
黒
漆
の
崑
崙

失
咲
し
て
奔
る
。

こ
こ
で
は
暗
に
作
陽
を
愚
公
が
野
谷
の
村
に
喩
え
、
鯉
が
水
に
従
っ
て
龍
門
に
至
る
よ
う
に
、

回
復
し
て
悟
得
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
し
て
悟
得
の
暁
に
は
、
こ
こ
東
光
寺
で
は

夜
半
に
紅
日
が
懸
か
っ
て
辺
り
が
照
ら
さ
れ
る
た
め
に
、
真
っ
黒
い
玉
が
真
っ
暗
闇
の
中
を

失
笑
し
て
走
る
と
い
う
。
禅
語
に
「
黒
漆
の
崑
崙

夜
裏
に
走
る
」
（
主
観
・
客
観
の
対
立

を
超
え
て
真
理
〈
本
質
〉
と
徹
底
し
て
親
密
に
一
体
と
な
る
こ
と
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た

措
辞
で
あ
る
。
仰
中
が
諳
ん
じ
た
杜
詩
句
を
即
座
に
自
身
の
作
品
に
転
化
し
て
い
る
。

龍
湫
周
澤
（
一
三
〇
八
～
一
三
八
八

）
は
「
美
木
癭
杯
文
」
（
『
随
得
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。木

癭
木
癭
恠
且
奇
兮
。
其
形
蹙
縮
材
匪
卑
兮
。
雖
其
性
正
病
後
魌
兮
。
何
止
大
厦
、
厩

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
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難
支
兮
。
未
夭
斤
斧
、
匠
棄
之
兮
。
経
品
題
者
、
唯
杜
詩
兮
。
（
略
）

木
癭

木
癭

恠
に
し
て
且
つ
奇
な
り
。
其
の
形

蹙
縮
な
れ
ど
も
材
は
卑
し
き
に
匪

ず
。
其
の
性

正
し
き
と
雖
も
病
後

魌

し
。
何
ぞ
大
厦
を
止
め
、
厩
の
支
え
難
か
ら

み
に
く

ん
や
。
未
だ
斤
斧
に
夭
れ
ず
、
匠
は
之
を
棄
つ
。
品
題
を
経
る
者
は
、
唯
だ
杜
詩
の

を

み
。
（
略
）

こ
こ
で
は
木
癭
は
怪
奇
な
も
の
で
あ
り
、
其
の
形
は
縮
こ
ま
っ
て
い
る
が
材
質
は
悪
く
な
く
、

大
き
な
家
を
支
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
称
賛
し
、
杜
甫
の
「
贈
王
二
十
四
侍
御
契
四
十
韻
」

詩
に
、
「
長
歌
敲
柳
癭
」
（
長
歌

柳
癭
を
敲
く
）
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
木
癭
を
ほ
め
る
場
面
に
杜
詩
を
引
用
し
て
お
り
、
木
癭
の
評
価
を
よ
り
高
い
も
の
に
し

て
い
る
。

絶
海
中
津
（
一
三
三
六
～
一
四
〇
五

）
は
「
古
河
雑
言
其
二
」
（
『
蕉
堅
稿
』
）
で
、
「
杜
陵
不
唾
青
城

地
、
風
土
如
斯
豈
復
疑
」
（
杜
陵
は
青
城
地
に
唾
せ
ず
、
風
土

斯
の
如
く

豈
に
復
た
疑
は

ん
や
）
と
詠
じ
て
い
る
。
杜
甫
は
青
城
の
地
を
敬
愛
し
た
が
、
そ
の
風
土
は
こ
こ
の
よ
う
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
、
と
古
河
の
景
色
を
杜
甫
が
愛
好
し
た
地
に
比
し
て
い
る
。
こ
れ
は
杜

甫
の
「
丈
人
山
」
詩
の
句
「
自
為
青
城
客
、
不
唾
青
城
地
」
（
自
ら
青
城
客
と
爲
り
、
唾
せ

ず

青
城
の
地
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。
絶
海
は
杜
甫
の
訪
れ
た
地
と
、
そ
の
地
に
対
す
る
杜

甫
の
思
い
を
把
握
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

西
胤
俊
承
（
一
三
五
八
～
一
四
二
二

）
は
「
立
春
移
梅
」
（
『
真
愚
稿
』
）
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い

る
。

乱
後
両
京
梅
發
時
、
春
愁
漫
人
少
陵
詩
。

争
如
林
下
清
朝
客
、
此
日
看
花
随
意
移
。

乱
後
の
両
京

梅
の
發
す
る
時
、
春
の
愁
ひ

人
を
漫
り
に
す

少
陵
が
詩
。
争
如
か

い
か
で

林
下
に
清
朝
の
客
た
ら
ん
、
此
の
日

花
を
看
て
意
に
随
ひ
て
移
る
。

こ
こ
で
西
胤
が
意
識
し
て
い
る
の
は
、
杜
甫
の
「
江
梅
」
詩
の
句
「
絶
知
春
意
好
、
最
奈
客

愁
何
」
（
絶
だ
知
る

春
意
の
好
き
を
、
最
も
客
愁
を
奈
何
せ
ん
）
で
あ
ろ
う
。
杜
甫
は
春

が
来
て
喜
ぶ
と
同
時
に
、
不
遇
な
ま
ま
時
が
過
ぎ
行
く
こ
と
を
嘆
く
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

西
胤
も
第
一
句
に
「
乱
後
」
と
あ
る
よ
う
に
、
不
遇
な
状
態
で
春
が
到
来
す
る
の
に
際
し
、

杜
甫
の
詩
と
そ
の
心
境
が
想
起
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

惟
肖
得
巌
は
「
蒲
隠
上
巳
」
（
『
東
海
瓊
華
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

蒲
隠
皈
来
惟
欲
睡
、
佳
辰
不
復
小
秊
思
。

山
陰
高
會
右
軍
叙
、
水
上
麗
人
工
部
詩
。
（
略
）

蒲
隠

皈
り
来
っ
て
惟
だ
睡
ら
ん
と
欲
す
、
佳
辰

復
た
小
秊
の
思
ひ
あ
ら
ず
。
山
陰

の
高
會

右
軍
叙
し
、
水
上
の
麗
人

工
部
が
詩
。
（
略
）

こ
こ
で
は
蒲
隠
に
帰
っ
て
き
て
、
三
月
三
日
の
上
巳
の
感
懐
を
詠
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

佳
き
時
に
当
た
り
、
王
羲
之
の
「
蘭
亭
序
」
に
お
い
て
「
永
和
九
年
、
歳
在
癸
丑
。
暮
春
之

初
、
會
于
會
稽
山
陰
之
蘭
亭
」
（
永
和
九
年
、
歳
は
癸
丑
に
在
り
。
暮
春
の
初
め
、
會
稽
山

陰
の
蘭
亭
に
會
す
）
と
あ
り
、
杜
甫
が
「
麗
人
行
」
で
「
三
月
三
日
天
氣
新
、
長
安
水
邊
多

麗
人
」
（
三
月
三
日

天
氣
新
た
な
り
、
長
安
水
邊

麗
人
多
し
）
と
詠
じ
た
こ
と
を
指
摘
す

る
。
こ
の
二
人
の
作
品
は
、
日
本
禅
僧
の
間
で
親
し
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

心
田
清
播
は
「
寄
北
隣
梅
丈
人
」
（
『
聴
雨
外
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

余
曰
、
古
之
知
己
者
、
貴
知
心
。
豈
以
前
之
所
謂
往
来
為
知
也
哉
。
然
老
杜
詩
曰
、
李

邕
求
識
面
、
王
翰
願
卜
隣
。

余
曰
く
、
「
古
の
知
己
な
る
者
、
知
心
を
貴
ぶ
。
豈
に
前
の
所
謂
る
往
来
を
以
て
知

と
為
さ
ん
や
。
然
れ
ば
老
杜
の
詩
に
曰
く
、
『
李
邕

面
を
識
ら
ん
と
求
め
、
王
翰

隣
を
卜
さ
ん
と
願
ふ
』
」
と
。

心
田
は
、
往
古
の
知
己
は
心
を
知
る
こ
と
を
貴
ん
で
お
り
、
ど
う
し
て
前
に
往
来
し
た
こ
と

だ
け
で
知
己
と
言
え
よ
う
か
と
言
い
、
一
方
で
、
杜
甫
の
「
奉
贈
韋
左
丞
丈
二
十
二
韻
」
詩

に
は
「
李
邕
求
識
面
、
王
翰
願
卜
鄰
」
（
李
邕

面
を
識
ら
ん
と
求
め
、
王
翰

隣
を
卜
さ
ん

と
願
ふ
）
と
あ
る
の
を
引
用
す
る
。
梅
丈
人
に
そ
の
交
友
の
あ
り
方
を
説
く
の
に
杜
詩
を
引

き
合
い
に
出
し
て
い
る
。

太

田
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東
沼
周

は
「
才
叔
佳
丈
、
廼
慕
洪
座
元
寵
弟
而
群
玉
称
首
也
。
丙
子
之
春
、
有
賀
正
作
、

友
社
競
和
。
一
日
傳
見
示
。
鴬
調
之
律
、
蝶
拍
之
音
、
其
情
可
観
也
。
予
雖
懶
憊
、
不
克
無

感
于
懐
、
撃
其
節
」
（
『
流
水
集
』
巻
三
）
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

家
聲
赫
赫
到
君
加
、
宛
似
應
龍
生
羽
嘉
。

衣
湿
碧
桃
天
上
露
、
寧
題
杜
老
感
時
花
。

家
聲

赫
赫
と
し
て
君
に
到
り
て
加
は
り
、
宛
も
應
龍
の
羽
を
生
ず
る
に
似
て
嘉
な

り
。
衣
湿
り

碧
桃

天
上
の
露
、
寧
ん
ぞ
杜
老
の
時
の
花
に
感
ず
る
に
題
せ
ん
。

こ
こ
で
は
康
正
二
年
（
一
四
五
六

）
、
才
叔
佳
丈
を
始
め
、
多
く
の
同
僚
が
賀
正
を
祝
っ
て
詩
を

和
し
た
と
こ
ろ
、
余
り
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
心
し
、
そ
れ
ら
の
詩
文
を
誉
め
て
い
る
。
そ
の

際
に
才
叔
を
誉
め
、
世
に
め
で
た
く
瑞
祥
が
表
れ
て
い
る
こ
と
を
祝
う
。
そ
し
て
杜
甫
が
戦

乱
で
捕
虜
に
な
っ
た
と
き
に
詠
ん
だ
「
春
望
」
詩
の
句
「
感
時
花
濺
涙
」
（
時
に
感
じ
て
は

花
に
も
涙
を
濺
ぐ
）
を
詩
句
に
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
言
う
。
眼
前
に
は
杜
甫
の
詩
句
と

は
正
反
対
の
光
景
が
存
し
、
い
ち
早
く
そ
の
情
況
に
反
応
し
て
詠
出
し
て
い
る
。

東
沼
周

は
「
僧
麼
圓
者
寄
海
西
天
草
侍
者
詩
序
」
（
『
流
水
集
』
巻
四
）
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

有
白
鴎
一
双
、
水
之
所
浅
、
渚
之
所
近
、
葦
之
所
戦
、
泛
然
飄
然
。
刷
翼
楚
楚
然
。
莫

不
中
詩
意
。
杜
浣
花
残
生
之
句
耶
、
黄
摩
圍
以
我
之
吟
耶
、
譆
譱
哉
。

白
鴎
一
双
有
り
、
水
の
浅
き
所
、
渚
の
近
き
所
、
葦
の
戦
ぐ
所
、
泛
然
と
し
て
飄
然

そ
よ

た
り
。
刷
翼
の
ご
と
く
楚
楚
然
た
り
。
詩
意
に
中
ら
ざ
る
莫
し
。
杜
浣
花
の
残
生
の

句
や
、
黄
摩
圍

我
の
吟
を
以
て
す
る
や
、
譆
譱
た
る
か
な
。

き

ぜ

ん

こ
こ
で
は
白
い
鴎
の
身
の
置
き
方
を
表
現
し
、
そ
の
処
世
を
称
揚
し
て
い
る
。
そ
し
て
杜
甫

の
「
奉
濟
驛
重
送
嚴
公
四
韻
」
詩
の
句
に
「
江
村
獨
歸
處
、
寂
寞
養
殘
生
」
（
江
村

獨
歸

の
處
、
寂
寞

殘
生
を
養
は
ん
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
。
杜
甫
も
江
村
で
残
り
の
人

生
を
自
然
に
任
せ
て
生
き
る
こ
と
を
詠
じ
て
お
り
、
東
沼
も
白
鴎
の
生
き
方
か
ら
、
杜
甫
の

詩
句
が
想
起
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

作
者
不
明
で
あ
る
が
、
「
次
韻
重
投
極
元
丈
、
幷
吉
・
徐
二
少
年
」
（
『
雲
巣
集
』
）
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

極
元
尊
丈
、
近
有
二
子
、
曰
永
吉
君
、
曰
永
徐
君
。
此
二
子
者
、
天
生
絶
奇
、
而
可
此

老
杜
所
謂
徐
卿
二
子
者
也
。
其
名
位
也
、
不
可
卑
微
而
休
云
者
、
亦
見
之
於
此
二
子
者

耶
。
尤
可
健
羨
矣
。
極
元
亦
以
其
詩
法
、
教
之
二
子
、
二
子
能
得
其
法
也
。
須
此
老
杜

於
文
武
二
子
者
耶
。
仍
借
雲
字
、
重
投
極
元
丈
并
吉
・
徐
二
少
年
云
爾
。
詩
曰
、
徐
卿

二
子
共
超
群
、
美
誉
亦
於
吾
友
聞
。
不
是
人
間
凡
種
類
、
応
須
天
上
謫
仙
君
。
脊
令
相

並
内
庭
草
、
鴻
雁
連
飛
禁
闕
雲
。
工
部
有
児
得
詩
法
、
名
高
宗
武
與
宗
文
。

極
元
尊
丈
、
近
ご
ろ
二
子
有
り
、
永
吉
君
と
曰
ひ
、
永
徐
君
と
曰
ふ
。
此
の
二
子
は
、

天
生

絶
だ
奇
に
し
て
、
而
し
て
此
れ
老
杜
の
徐
卿
二
子
と
謂
ふ
所
の
者
な
る
べ
し
。

其
の
名
位
た
る
や
、
卑
微
に
し
て
休
す
と
云
ふ
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
亦
た
之
を
此
の
二

子
に
見
る
者
か
。
尤
も
健
羨
す
べ
し
。
極
元
も
亦
た
其
の
詩
法
を
以
て
、
之
を
二
子

に
教
へ
、
二
子
も
能
く
其
の
法
を
得
る
な
り
。
須
く
此
れ
老
杜
の
文
・
武
の
二
子
に

於
け
る
者
な
る
べ
き
か
。
仍
ほ
雲
の
字
を
借
り
て
、
重
ね
て
極
元
丈

并
び
に
吉
・

徐
二
少
年
に
投
ず
と
爾
云
ふ
。
詩
に
曰
ふ
、
「
徐
卿
の
二
子

共
に
群
を
超
ゆ
、
美

誉

亦
た
吾
が
友
に
於
い
て
聞
く
。
是
れ
人
間
の
凡
種
類
な
ら
ず
、
応
に
須
く
天
上

の
謫
仙
君
な
る
べ
し
。
脊
令

相
ひ
並
ぶ

内
庭
の
草
、
鴻
雁

連
な
り
て
飛
ぶ

禁
闕

の
雲
。
工
部

児
有
り

詩
法
を
得
さ
し
め
、
名
は
高
し

宗
武
と
宗
文
と
」
と
。

こ
こ
で
は
極
元
の
二
人
の
弟
子
が
あ
ま
り
に
優
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
を
杜
甫
の
「
徐
卿
二

子
歌
」
詩
に
比
し
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
詩
に
は
、
首
句
に
は
「
君
不
見
徐
卿
、
二
子
生
絶

奇
」
（
君
見
ず
や

徐
卿
の
、
二
子
生
れ
て
絶
奇
な
る
を
）
と
あ
り
、
末
句
に
は
「
異
時
名

位
豈
肯
卑
微
休
」
（
異
時

名
位

豈
に
肯
へ
て
卑
微
し
て
休
ま
ん
や
）
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

徐
氏
の
二
人
の
子
が
優
れ
て
い
る
こ
と
と
、
将
来
の
地
位
が
立
派
で
あ
ろ
う
こ
と
を
称
し
て

い
る
。
そ
し
て
極
元
の
二
人
の
弟
子
も
共
に
名
位
・
才
能
に
優
れ
、
詩
法
も
極
元
よ
り
得
た

こ
と
を
言
う
。
二
子
が
詩
法
を
得
た
こ
と
に
つ
い
て
、
作
者
は
杜
甫
に
も
二
人
の
子
供
が
お

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
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り
、
そ
の
宗
文
・
宗
武
に
杜
甫
は
詩
法
を
教
え
た
だ
ろ
う
こ
と
も
想
起
し
て
い
る
。

瑞
渓
周
鳳
は
「
石
竹
」
（
『
臥
雲
稿
』
）
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

堂
前
繡
竹
小
嬋
娟
、
碧
黛
紅
裙
日
闘
妍
。

誰
記
杜
陵
曾
入
■
、
山
庭
寂
寞
麝
香
眠
。

（
欠
字
）

堂
前
の
繡
竹

小
に
し
て
嬋
娟
た
り
、
碧
黛

紅
裙

日
々
闘
妍
す
。
誰
か
記
す

杜
陵

曾
て
■
に
入
る
る
を
、
山
庭

寂
寞
と
し
て
麝
香
眠
る
。

こ
こ
で
は
先
ず
堂
前
の
竹
が
小
さ
い
な
が
ら
も
美
し
く
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
そ
れ

を
見
る
と
、
杜
甫
の
「
山
寺
」
詩
に
「
麝
香
眠
石
竹
、
鸚
鵡
啄
金
桃
」
（
麝
香

石
竹
に
眠

り
、
鸚
鵡

金
桃
を
啄
む
）
と
あ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
、
眼
前
に
は
同
じ
く
寂
寞
と
し
た
山

の
広
場
に
鹿
も
眠
っ
て
い
る
と
詠
じ
て
い
る
。
■
の
空
白
部
分
に
は
恐
ら
く
「
詩
」
に
関
す

る
語
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
眼
前
の
景
色
、
こ
こ
で
は
石
竹
を
見
て
杜
詩

を
想
起
し
て
い
る
。

作
者
不
明
で
あ
る
が
、
「
匊
詩
一
首
、
次
南
昌
老
人
韻
」
（
『
雲
巣
集
』
）
に
は
次
の
よ
う

な
二
句
を
詠
じ
て
い
る
。

霊
均
孤
詠
曾
愁
楚
、
子
美
再
逢
仍
臥
虁
。

霊
均

孤
り
詠
ず

曾
て
楚
を
愁
ふ
を
、
子
美

再
び
逢
ふ

仍
ほ
虁
に
臥
す
る
を
。

屈
原
が
「
離
騒
」
に
お
い
て
楚
を
愁
う
に
際
し
て
菊
を
詠
じ
た
こ
と
と
、
杜
甫
が
虁
州
滞
在

期
に
二
度
菊
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
言
う
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
夜
」
詩
の
句
に
「
南

菊
再
逢
人
臥
病
、
北
書
不
至
雁
無
情
」
（
南
菊

再
び
逢
ふ
も

人
は
臥
病
、
北
書

至
ら
ず

雁
は
無
情
）
と
あ
る
の
を
典
拠
に
し
て
い
る
。
菊
の
詩
を
詠
じ
る
に
当
た
り
、
杜
甫
の
詩
が

想
起
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

在
先
希
譲
（
一
三
三
五
～
一
四
〇
三

）
は
「
送
鳳
侍
者
之
信
州
」
（
『
北
越
吟
』
）
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

中
上
座
、
将
之
三
川
省
母
、
禇
帋
索
語
。
予
適
謂
童
、
以
杜
詩
至
三
川
不
可
到
、
帰

路
晩
山
稠
之
句
、
摘
以
為
首
句
云
。

中
上
座
、
将
に
三
川
に
之
き
て
母
を
省
せ
ん
と
す
る
に
、
禇
帋

語
を
索
む
。
予

適

き
て
童
に
謂
ふ
に
、
以
て
杜
詩
の
「
三
川
に
は
到
る
べ
か
ら
ず
、
帰
路
に
は
晩
山
稠お

ほ

し
」
の
句
に
至
り
、
摘
み
て
以
て
首
句
と
為
す
と
云
ふ
。

こ
こ
で
は
杜
甫
が
鄜
州
に
赴
く
道
中
の
険
し
さ
を
詠
ん
だ
「
晚
行
口
號
」
詩
の
句
に
「
三
川

不
可
到
、
歸
路
晚
山
稠
」
（
三
川
に
は
到
る
べ
か
ら
ず
、
歸
路
に
は
晚
山
稠
し
）
と
あ
る
の

を
典
拠
に
し
、
鳳
侍
者
が
信
州
に
赴
く
際
の
険
し
さ
を
詠
じ
て
い
る
。
三
河
国
と
三
川
の
連

想
か
ら
、
杜
詩
を
想
起
し
て
い
る
。

心
嶽
通
知
は
「
慧
日
山
東
福
禅
寺
語
録
」
（
『
心
嶽
和
尚
語
録
』
）
の
小
参
垂
語
で
「
少
陵

杜
工
部
、
早
行
石
上
水
。
補
陀
観
世
音
、
夜
聴
海
門
潮
」
（
少
陵
杜
工
部
は
、
早
に
は
行
く

石
上
の
水
。
補
陀
観
世
音
は
、
夜
聴
く

海
門
の
潮
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
彭

衙
行
」
詩
の
句
に
「
早
行
石
上
水
、
暮
宿
天
邊
煙
」
（
早
に
は
行
く

石
上
の
水
、
暮
れ
に

は
宿
る

天
邊
の
煙
）
と
あ
る
の
を
典
拠
に
し
て
い
る
。

天
祥
一
麟
（
一
三
二
九
～
一
四
〇
七

）
は
「
題
瓶
花
次
韻
」
（
『
天
祥
和
尚
録
』
坤
）
で
「
一
枝
分
得

満
蹊
花
、
子
美
詩
中
黄
四
家
」
（
一
枝

分
れ
て
満
蹊
の
花
を
得
、
子
美
の
詩
中

黄
四
家
）

と
詠
ん
で
い
る
。
一
枝
が
分
か
れ
、
道
に
花
が
満
ち
て
い
る
の
を
見
て
、
杜
甫
の
「
江
畔
獨

步
尋
花
七
絶
句
」
詩
の
句
に
「
黄
四
娘
家
花
満
蹊
」
（
黄
四
娘
の
家

花
蹊
に
満
つ
）
と
あ

る
の
を
想
起
し
、
自
身
の
詩
文
に
援
用
し
て
い
る
。

与
可
心
交
は
「
慈
恩
寺
詩
」
（
『
詩
軸
集
成
』
）
で
「
杜
陵
野
老
曾
登
處
、
有
此
一
欄
風
物

無
」
（
杜
陵
の
野
老

曾
て
登
り
し
處
、
此
の
一
欄
有
り
て
風
物
無
し
）
と
詠
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
杜
甫
に
「
同
諸
公
登
慈
恩
寺
塔
」
詩
が
あ
る
の
を
典
拠
に
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
期
に
お
い
て
、
状
況
や
場
面
に
応
じ
て
杜
甫
の
名
を
直
接
に
詠
出
し
、

自
ら
の
当
意
即
妙
を
披
露
す
る
こ
と
は
多
い
。
中
期
に
な
る
と
詩
を
製
す
る
機
会
が
初
期
と

は
比
較
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
増
加
す
る
。
禅
僧
は
各
種
各
様
の
状
況
や
場
面
に
対
応
す
る
杜

詩
句
を
自
身
の
知
識
の
蓄
積
の
中
か
ら
選
択
す
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
周
囲
か
ら

自
己
の
杜
詩
習
熟
度
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
杜
詩
は
様
々
な
場
で
援
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

初
期
に
お
い
て
は
、
外
集
文
学
の
受
容
規
制
か
ら
杜
甫
の
名
を
直
接
に
詠
出
す
る
こ
と
が

稀
で
あ
っ
た
が
、
中
期
に
な
る
と
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
多
く
の
禅
僧
が
直
接
に
杜
甫
の
名
を

作
品
に
詠
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
禅
林
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
、
作
品
を
詠
出
す
る

機
会
も
増
え
、
そ
れ
と
と
も
に
そ
の
場
に
応
じ
た
杜
詩
の
援
用
の
要
請
が
高
ま
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
各
禅
僧
の
杜
詩
理
解
が
深
ま
り
、
禅
林
に
広
く
浸
透
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
、
杜
甫
の
名
が
直
接
に
詠
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合

初
期
に
お
い
て
も
杜
甫
の
名
を
詠
出
せ
ず
、
詩
句
の
み
を
引
用
す
る
こ
と
が
存
し
た
が
、

中
期
の
禅
僧
も
詩
文
に
杜
甫
の
名
を
出
さ
ず
、
そ
の
詩
句
を
引
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え

ば
岐
陽
方
秀
（
一
三
六
二
～
一
四
二
四

）
は
「
恒
雷
山
住
駿
州
清
見
江
湖
疏
」
（
『
不
二
遺
稿
』
）
で
、

杜
甫
の
「
春
日
憶
李
白
」
詩
の
句
「
清
新
庚
開
府
、
俊
逸
鮑
參
軍
」
（
清
新
な
る
は
庚
開
府
、

俊
逸
な
る
は
鮑
參
軍
）
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
雷
山
□
恒
が
杜
甫
の
詩
句
に
あ
る
よ
う
に
、

庾
信
や
鮑
照
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
称
賛
し
て
い
る
。
他
に
も
杜
甫
の
名
を
直
接
に
詠
出
せ

ず
、
詩
句
を
引
用
し
た
例
を
列
挙
す
る
。

「
飲
中
八
仙
歌
」

江
西
龍
派
（
一
三
七
五
～
一
四
四
六

）
は
「
松
下
酔
仙
図
」
（
『
続
翠
詩
藁
』
）
で
「
波
濤
過
耳
眼
花

眩
、
似
是
知
章
水
底
眠
」
（
波
濤

耳
を
過
ぎ
眼
花
眩
し
、
是
れ
知
章
の
水
底
に
眠
る
に
似

る
）
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
杜
甫
の
「
飲
中
八
仙
歌
」
詩
の
句
に
「
知
章
騎
馬
似
乘

船
、
眼
花
落
井
水
底
眠
」
（
知
章

騎
馬

船
に
乘
る
に
似
る
、
眼
花

落
井

水
底
に
眠
る
）

と
あ
る
の
を
典
拠
に
し
て
い
る
。
酒
に
酔
っ
た
様
子
を
詠
じ
る
の
に
、
杜
甫
の
「
飲
中
八
仙

歌
」
は
重
宝
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
兵
車
行
」

在
先
希
讓
は
「
在
先
和
尚
住
東
福
禅
寺
語
録
」
（
『
在
先
和
尚
語
録
』
）
の
中
で
、
冬
至
の

上
堂
に
際
し
、
「
冬
至
上
堂
、
車
轔
轔
、
馬
蕭
蕭
、
行
人
弓
箭
各
在
腰
」
（
冬
至
上
堂
、
車

轔
轔
、
馬
蕭
蕭
、
行
人

弓
箭

各
々
腰
に
在
り
）
と
、
行
列
の
規
律
の
あ
る
様
を
詠
じ
て
い

る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
兵
車
行
」
の
詩
句
に
「
車
轔
轔
、
馬
蕭
蕭
、
行
人
弓
箭
各
在
腰
」
（
車

轔
轔
、
馬
蕭
蕭
、
行
人

弓
箭

各
々
腰
に
在
り
）
と
あ
る
の
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。

「
送
高
三
十
五
書
記
」

義
堂
周
信
の
「
次
石
室
韻
贈
遵
敬
仲
」
（
『
空
華
集
』
巻
八
）
で
は
、
「
男
児
老
大
貴
成
名
、

豈
可
帰
休
便
掩
扃
」
（
男
児

老
大
に
し
て
貴
く
し
て
名
を
成
す
、
豈
に
帰
休
し
て
便
ち
扃

を
掩
ふ
べ
け
ん
や
）
と
詠
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
送
高
三
十
五
書
記
」
詩
の
詩
句
に

「
男
兒
功
名
遂
、
亦
在
老
大
時
」
（
男
兒

功
名
の
遂
ぐ
る
は
、
亦
た
老
大
の
時
に
在
り
）

と
あ
る
の
を
典
拠
に
し
て
い
る
。
こ
の
詩
句
は
初
期
に
お
い
て
も
中
巌
圓
月
が
愛
好
し
て
い

た
詩
句
で
あ
り
、
中
期
で
も
そ
の
傾
向
は
継
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
曲
江
」
「
曲
江
三
章
五
句
」

義
堂
周
信
は
「
走
筆
和
韻
方
無
外
病
中
口
占
其
八
」
（
『
空
華
集
』
巻
一
）
で
、
「
一
双
蛺

蝶
高
低
舞
、
無
数
蜻
蜓
上
下
飛
」
（
一
双
の
蛺
蝶

高
低
に
舞
ひ
、
無
数
の
蜻
蜓

上
下
に
飛

ぶ
）
と
詠
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
曲
江
其
二
」
詩
の
句
「
穿
花
蛺
蝶
深
深
見
、
點
水

蜻
蜓
款
款
飛
」
（
花
を
穿
つ
蛺
蝶
は
深
深
と
し
て
見
え
、
水
を
點
す
る
蜻
蜓
は
款
款
と
し
て

飛
ぶ
）
を
典
拠
に
し
て
い
る
。

「
曲
江
」
詩
か
ら
引
用
し
て
い
る
詩
が
さ
ら
に
存
す
る
。
龍
湫
周
澤
は
「
又
悼
晦
谷
」（
『
随

得
集
』
）
で
「
寸
膓
欲
寫
無
新
句
、
一
片
花
飛
減
却
春
」
（
寸
膓

寫
さ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
新

句
無
し
、
一
片

花
飛
び
て
春
を
減
却
す
）
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
曲
江
」
詩

の
句
「
一
片
の
花
飛
び
て
春
を
減
卻
す
、
風
飄
り
て
萬
點

正
に
人
を
愁
へ
し
む
」
を
典
拠

と
し
て
い
る
。
時
節
の
変
化
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
人
間
も
い
つ
か
は
亡
く
な
る
こ

と
を
言
う
。

ま
た
南
江
宗
沅
は
、
失
題
（
『
作
品
拾
遺
』
）
の
詩
で
あ
る
が
、
「
七
十
古
稀
休
問
天
、
只

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
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に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

初
期
に
お
い
て
は
、
外
集
文
学
の
受
容
規
制
か
ら
杜
甫
の
名
を
直
接
に
詠
出
す
る
こ
と
が

稀
で
あ
っ
た
が
、
中
期
に
な
る
と
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
多
く
の
禅
僧
が
直
接
に
杜
甫
の
名
を

作
品
に
詠
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
禅
林
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
、
作
品
を
詠
出
す
る

機
会
も
増
え
、
そ
れ
と
と
も
に
そ
の
場
に
応
じ
た
杜
詩
の
援
用
の
要
請
が
高
ま
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
各
禅
僧
の
杜
詩
理
解
が
深
ま
り
、
禅
林
に
広
く
浸
透
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
、
杜
甫
の
名
が
直
接
に
詠
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合

初
期
に
お
い
て
も
杜
甫
の
名
を
詠
出
せ
ず
、
詩
句
の
み
を
引
用
す
る
こ
と
が
存
し
た
が
、

中
期
の
禅
僧
も
詩
文
に
杜
甫
の
名
を
出
さ
ず
、
そ
の
詩
句
を
引
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え

ば
岐
陽
方
秀
（
一
三
六
二
～
一
四
二
四

）
は
「
恒
雷
山
住
駿
州
清
見
江
湖
疏
」
（
『
不
二
遺
稿
』
）
で
、

杜
甫
の
「
春
日
憶
李
白
」
詩
の
句
「
清
新
庚
開
府
、
俊
逸
鮑
參
軍
」
（
清
新
な
る
は
庚
開
府
、

俊
逸
な
る
は
鮑
參
軍
）
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
雷
山
□
恒
が
杜
甫
の
詩
句
に
あ
る
よ
う
に
、

庾
信
や
鮑
照
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
称
賛
し
て
い
る
。
他
に
も
杜
甫
の
名
を
直
接
に
詠
出
せ

ず
、
詩
句
を
引
用
し
た
例
を
列
挙
す
る
。

「
飲
中
八
仙
歌
」

江
西
龍
派
（
一
三
七
五
～
一
四
四
六

）
は
「
松
下
酔
仙
図
」
（
『
続
翠
詩
藁
』
）
で
「
波
濤
過
耳
眼
花

眩
、
似
是
知
章
水
底
眠
」
（
波
濤

耳
を
過
ぎ
眼
花
眩
し
、
是
れ
知
章
の
水
底
に
眠
る
に
似

る
）
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
杜
甫
の
「
飲
中
八
仙
歌
」
詩
の
句
に
「
知
章
騎
馬
似
乘

船
、
眼
花
落
井
水
底
眠
」
（
知
章

騎
馬

船
に
乘
る
に
似
る
、
眼
花

落
井

水
底
に
眠
る
）

と
あ
る
の
を
典
拠
に
し
て
い
る
。
酒
に
酔
っ
た
様
子
を
詠
じ
る
の
に
、
杜
甫
の
「
飲
中
八
仙

歌
」
は
重
宝
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
兵
車
行
」

在
先
希
讓
は
「
在
先
和
尚
住
東
福
禅
寺
語
録
」
（
『
在
先
和
尚
語
録
』
）
の
中
で
、
冬
至
の

上
堂
に
際
し
、
「
冬
至
上
堂
、
車
轔
轔
、
馬
蕭
蕭
、
行
人
弓
箭
各
在
腰
」
（
冬
至
上
堂
、
車

轔
轔
、
馬
蕭
蕭
、
行
人

弓
箭

各
々
腰
に
在
り
）
と
、
行
列
の
規
律
の
あ
る
様
を
詠
じ
て
い

る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
兵
車
行
」
の
詩
句
に
「
車
轔
轔
、
馬
蕭
蕭
、
行
人
弓
箭
各
在
腰
」
（
車

轔
轔
、
馬
蕭
蕭
、
行
人

弓
箭

各
々
腰
に
在
り
）
と
あ
る
の
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。

「
送
高
三
十
五
書
記
」

義
堂
周
信
の
「
次
石
室
韻
贈
遵
敬
仲
」
（
『
空
華
集
』
巻
八
）
で
は
、
「
男
児
老
大
貴
成
名
、

豈
可
帰
休
便
掩
扃
」
（
男
児

老
大
に
し
て
貴
く
し
て
名
を
成
す
、
豈
に
帰
休
し
て
便
ち
扃

を
掩
ふ
べ
け
ん
や
）
と
詠
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
送
高
三
十
五
書
記
」
詩
の
詩
句
に

「
男
兒
功
名
遂
、
亦
在
老
大
時
」
（
男
兒

功
名
の
遂
ぐ
る
は
、
亦
た
老
大
の
時
に
在
り
）

と
あ
る
の
を
典
拠
に
し
て
い
る
。
こ
の
詩
句
は
初
期
に
お
い
て
も
中
巌
圓
月
が
愛
好
し
て
い

た
詩
句
で
あ
り
、
中
期
で
も
そ
の
傾
向
は
継
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
曲
江
」
「
曲
江
三
章
五
句
」

義
堂
周
信
は
「
走
筆
和
韻
方
無
外
病
中
口
占
其
八
」
（
『
空
華
集
』
巻
一
）
で
、
「
一
双
蛺

蝶
高
低
舞
、
無
数
蜻
蜓
上
下
飛
」
（
一
双
の
蛺
蝶

高
低
に
舞
ひ
、
無
数
の
蜻
蜓

上
下
に
飛

ぶ
）
と
詠
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
曲
江
其
二
」
詩
の
句
「
穿
花
蛺
蝶
深
深
見
、
點
水

蜻
蜓
款
款
飛
」
（
花
を
穿
つ
蛺
蝶
は
深
深
と
し
て
見
え
、
水
を
點
す
る
蜻
蜓
は
款
款
と
し
て

飛
ぶ
）
を
典
拠
に
し
て
い
る
。

「
曲
江
」
詩
か
ら
引
用
し
て
い
る
詩
が
さ
ら
に
存
す
る
。
龍
湫
周
澤
は
「
又
悼
晦
谷
」（
『
随

得
集
』
）
で
「
寸
膓
欲
寫
無
新
句
、
一
片
花
飛
減
却
春
」
（
寸
膓

寫
さ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
新

句
無
し
、
一
片

花
飛
び
て
春
を
減
却
す
）
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
曲
江
」
詩

の
句
「
一
片
の
花
飛
び
て
春
を
減
卻
す
、
風
飄
り
て
萬
點

正
に
人
を
愁
へ
し
む
」
を
典
拠

と
し
て
い
る
。
時
節
の
変
化
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
人
間
も
い
つ
か
は
亡
く
な
る
こ

と
を
言
う
。

ま
た
南
江
宗
沅
は
、
失
題
（
『
作
品
拾
遺
』
）
の
詩
で
あ
る
が
、
「
七
十
古
稀
休
問
天
、
只

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
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須
秉
燭
夜
沈
遣
」
（
七
十

古
よ
り
稀
に
し
て
天
に
問
ふ
を
休
め
よ
、
只
だ
須
く
燭
を
秉
り

て
夜
沈
に
遣
る
べ
し
）
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
曲
江
三
章
章
五
句
」
の
、
「
自

斷
此
生
休
問
天
」
（
自
ら
此
の
生
を
断
ず

天
に
問
ふ
を
休
め
よ
）
と
、
「
曲
江
」
詩
の
「
人

生
七
十
古
來
稀
」
（
人
生

七
十

古
來
よ
り
稀
な
り
）
を
典
拠
に
し
て
い
る
。
七
十
歳
に
な

っ
て
既
に
達
観
し
て
い
る
こ
と
を
詠
ず
る
に
際
し
、
「
曲
江
」
詩
を
引
用
す
る
こ
と
は
常
套

の
手
段
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
他
に
も
心
田
清
播
は
「
招
江
南
文
侍
者
」（
『
心
田
詩
藁
』
）

で
「
七
十
人
生
五
十
稀
、
与
君
相
見
良
相
違
」
（
七
十
の
人
生

五
十
稀
な
り
、
君
と
相
見

る
も
良
に
相
違
ふ
）
、
さ
ら
に
「
招
江
左
故
人
」
（
『
春
畊
集
』
）
で
「
夢
蝶
人
生
七
十
稀
、

芳
辰
楽
事
巧
相
違
」
（
夢
蝶

人
生

七
十
稀
な
り
、
芳
辰

楽
事

巧
み
に
相
違
た
り
）
と
詠

じ
て
い
る
。
「
曲
江
三
章
章
五
句
」
の
詩
句
「
自
ら
此
の
生
を
断
ず

天
に
問
ふ
を
休
め
よ
」

を
引
用
し
た
例
と
し
て
は
、
惟
肖
得
巌
が
「
和
洙
遜
二
上
人
楼
望
之
韻
」（
『
東
海
瓊
華
集
』
）

で
、
「
五
十
此
生
休
問
天
、
沙
頭
小
隠
擬
巣
仙
」
（
五
十
の
此
の
生

天
に
問
ふ
を
休
む
、
沙

頭
の
小
隠

巣
仙
に
擬
す
）
と
詠
ん
で
い
る
。
自
分
が
隠
居
す
る
場
面
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ

ろ
う
。

「
春
望
」

東
沼
周

は
「
牧
松
軒
軸
」
（
『
流
水
集
』
巻
三
）
で
、
「
巍
然
十
八
公
、
養
得
策
何
功
。

国
破
山
河
在
、
金
華
仙
宅
東
」
（
巍
然
た
る
十
八
公
、
養
ひ
得
て
何
れ
の
功
を
策
す
。
国
破

し
る

れ
て
山
河
在
り
、
金
華

仙
宅
の
東
）
と
詠
ん
で
い
る
。
高
く
そ
び
え
た
松
を
見
て
、
絶
え

ず
運
行
を
続
け
る
自
然
を
感
じ
取
り
、
杜
甫
の
「
春
望
」
詩
の
首
聯
「
國
破
山
河
在
、
城
春

草
木
深
」
（
國
破
れ
て
山
河
在
り
、
城
春
に
し
て
草
木
深
し
）
を
想
起
し
て
い
る
。

東
沼
周

は
「
送
走
義
天
侍
者
師
喪
」
（
『
流
水
集
』
巻
三
）
で
「
祗
合
三
春
濺
花
涙
、

屋
梁
残
月
旧
時
顔
」
（
祗
に
三
春
に
合
し
花
に
涙
を
濺
ぎ
、
屋
梁

残
月

旧
時
の
顔
）
と
詠

ん
で
い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
春
望
」
詩
の
頷
聯
に
「
感
時
花
濺
涙
、
恨
別
鳥
驚
心
」
（
時

を
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺
ぎ
、
別
れ
を
恨
み
て
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す
）
と
あ
る
の
を
典

拠
に
し
て
い
る
。
三
度
の
春
が
過
ぎ
、
文
字
通
り
時
節
の
変
化
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同

様
に
、
「
春
望
」
詩
の
頷
聯
を
意
識
し
た
も
の
に
、
作
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
和
韻
看
花

有
感
」
（
『
雲
巣
集
』
）
で
も
、
「
憶
着
曾
遊
都
是
夢
、
看
花
濺
涙
鳥
驚
心
」
（
憶
着
す

曾
て

遊
ぶ
も
都
て
是
れ
夢
な
り
、
花
を
看
て
涙
を
濺
ぎ

鳥
は
心
を
驚
か
す
）
と
詠
じ
、
天
祥
一

麟
は
「
再
次
桜
花
韻
」
（
『
天
祥
和
尚
録
』
坤
）
で
、
「
鳥
也
驚
心
花
濺
涙
、
鼎
湖
龍
去
已
先

皇
」
（
鳥
も
也
心
を
驚
か
し
花
は
涙
を
濺
ぐ
、
鼎
湖

龍
去
り

已
に
先
皇
）
と
詠
じ
、
桃
隠

ま
た

玄
朔
は
「
佛
涅
槃
」
（
『
桃
隠
集
』
）
で
「
三
五
夜
愁
花
濺
涙
、
二
千
年
恨
鳥
驚
心
」
（
三
五

夜
の
愁
ひ

花
は
涙
を
濺
ぎ
、
二
千
年
の
恨
み

鳥
は
心
を
驚
か
す
）
と
詠
ん
で
い
る
。

「
一
百
五
日
夜
對
月
」

義
堂
周
信
は
「
迎
秋
楼
」
（
『
空
華
集
』
巻
一
）
で
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

諸
老
登
臨
興
正
闌
、
十
分
爽
気
満
人
間
。

是
誰
斫
郤
月
中
桂
、
風
露
蟾
宮
夜
不
関
。

諸
老

登
臨
し
て
興
は
正
に
闌
な
り
、
十
分
の
爽
気

人
間
に
満
つ
。
是
れ
誰
か
月
中

の
桂
を
斫
郤
せ
ん
、
風
露

蟾
宮

夜

関
せ
ず
。

諸
老
が
秋
迎
楼
に
登
り
、
興
は
ま
さ
に
酣
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
そ
し
て
、
周
り
を
見
や
れ

ば
爽
快
な
気
が
十
分
に
人
間
に
満
ち
て
お
り
、
月
の
中
の
桂
を
切
り
倒
す
必
要
が
な
い
と
し
、

風
は
吹
き
露
は
降
り
月
は
輝
き
、
夜
が
過
ぎ
て
い
く
と
述
懐
す
る
。
こ
の
第
三
句
は
杜
甫
の

「
一
百
五
日
夜
對
月
」
詩
の
「
斫
卻
月
中
桂
、
清
光
應
更
多
」
（
月
中
の
桂
を
斫
卻
せ
ば
、

清
光

應
に
更
に
多
き
な
る
べ
し
）
を
典
拠
に
し
て
い
る
。
美
し
い
月
を
見
て
想
起
さ
れ
た

の
が
こ
の
杜
詩
句
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
徐
卿
二
子
歌
」

南
江
宗
沅
（
一
三
八
七
～
一
四
六
三

）
は
「
和
良
少
年
試
筆
韻
」
（
『
作
品
拾
遺
』
）
で
次
の
よ
う
に

詠
ん
で
い
る
。

京
国
春
生
詩
趣
多
、
山
容
鳥
語
覚
微
和
。

欲
酬
年
少
風
流
句
、
只
有
徐
卿
二
子
歌
。

京
国

春
生
じ

詩
趣
多
し
、
山
容

鳥
語

微
か
に
和
す
る
を
覚
ゆ
。
年
少
の
風
流
の

太

田

亨

句
に
酬
い
ん
と
欲
す
、
只
だ
徐
卿
二
子
の
歌
有
る
の
み
。

都
で
の
春
に
少
年
と
詩
を
和
す
る
に
際
し
、
第
四
句
で
少
年
の
優
秀
ぶ
り
を
称
揚
す
る
が
、

杜
甫
の
「
徐
卿
二
子
歌
」
詩
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
そ
の
詩
に
は
、
首
句
に
「
君
不

見
徐
卿
、
二
子
生
絶
奇
」
（
君
見
ず
や

徐
卿
の
、
二
子
生
れ
て
絶
奇
な
り
）
と
あ
り
、
徐

氏
の
二
人
の
子
が
優
れ
て
い
る
こ
と
が
詠
わ
れ
て
お
り
、
南
江
も
良
少
年
を
そ
れ
に
比
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
杜
甫
の
「
徐
卿
二
子
歌
」
は
、
優
れ
た
子
供
を
称
揚
す
る
際
の
一
つ
の
典
拠

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
旅
夜
書
懐
」

惟
忠
通
恕
（
？
～
一
四
二
九

）
は
「
天
地
一
沙
鷗
」
（
『
雲
壑
猿
吟
』
）
で
、
「
天
地
一
沙
鷗
、
機

心
萬
事
休
」
（
天
地
の
一
沙
鷗
、
機
心

萬
事
休
む
）
と
、
無
力
な
存
在
で
あ
る
天
地
に
漂

う
一
羽
の
鴎
の
よ
う
な
私
に
は
、
偽
り
巧
む
心
は
す
べ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
詠
じ
て

い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
が
成
都
を
離
れ
、
職
を
諦
め
た
と
き
に
詠
じ
た
「
旅
夜
書
懐
」
詩
の
句

に
、
「
飄
飄
何
所
似
、
天
地
一
沙
鷗
」
（
飄
飄

何
の
似
た
る
所
ぞ
、
天
地
の
一
沙
鷗
）
と
あ

る
の
を
典
拠
に
し
て
い
る
。
惟
忠
は
当
時
の
心
境
を
杜
甫
の
心
情
に
重
ね
合
わ
せ
た
の
で
あ

ろ
う
。

「
古
柏
行
」

太
白
真
玄
は
「
芳
草
堂
住
浄
妙
」
（
『
峨
眉
鴉
臭
集
』
）
で
「
大
椿
八
千
歳
為
春
、
成
器
晩

矣
。
古
柏
四
十
囲
溜
雨
、
取
材
難
哉
。
苟
非
間
世
偉
人
、
焉
任
山
重
命
」
（
大
椿
は
八
千
歳

を
春
と
為
し
、
器
を
成
す
こ
と
晩
し
。
古
柏
は
四
十
囲
に
し
て
雨
を
溜
ら
せ
、
材
を
取
る
こ

と
難
き
か
な
。
苟
く
も
間
世
の
偉
人
に
非
ざ
れ
ば
、
焉
ぞ
山
に
任
じ
命
を
重
ん
ぜ
ん
）
と
述

べ
て
い
る
。
大
器
晩
成
の
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
際
に
杜
甫
の
「
古
柏
行
」
詩
の
句
「
霜

皮
溜
雨
四
十
圍
、
黛
色
參
天
二
千
尺
」
（
霜
皮

雨
を
溜
ら
す

四
十
圍
、
黛
色

天
に
參
ず

二
千
尺
）
を
引
用
し
て
、
論
じ
て
い
る
。

心
田
清
播
も
杜
甫
の
「
古
柏
行
」
詩
の
句
を
踏
ま
え
、
「
辛
丑
冬
過
湖
上
、
吹
江
西
老
友

匀
」
（
『
聴
雨
外
集
』
）
で
「
神
龍
閉
蟄
尋
常
水
、
老
柏
凌
寒
四
十
圍
」
（
神
龍

閉
蟄
す

尋

常
の
水
、
老
柏

寒
さ
を
凌
ぐ

四
十
圍
）
と
、
江
西
龍
派
が
隠
居
さ
れ
た
こ
と
を
神
龍
に
比

し
、
そ
し
て
益
々
尊
厳
さ
を
増
し
た
こ
と
を
老
柏
に
比
し
て
い
る
。

「
登
高
」

義
堂
は
「
又
和
答
少
室
兼
簡
芳
庭
」
（
『
空
華
集
』
巻
三
）
で
、
「
禅
餘
對
客
揮
談
麈
、
不

尽
長
江
袞
袞
來
」（
禅
餘

客
に
對
し
て
談
麈
を
揮
へ
ば
、
不
尽
の
長
江

袞
袞
と
し
て
來
る
）

と
詠
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
登
高
」
詩
の
句
「
不
盡
長
江
袞
袞
來
」
（
不
尽
の
長
江

袞
袞
と
し
て
來
る
）
を
典
拠
に
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
杜
甫
の
名
を
直
接
に
詠
じ
な
く
と
も
、
杜
詩
句
の
み
を
援
用
す
る
場
合

が
存
す
る
。
こ
こ
で
挙
げ
た
例
は
一
部
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
当
事
者
で
あ
っ
た
禅
僧
に
と
っ

て
は
、
た
と
え
杜
甫
の
名
が
詠
出
さ
れ
て
い
な
く
て
も
そ
の
出
典
が
即
座
に
把
握
で
き
、
当

意
即
妙
の
詩
句
に
対
し
て
感
嘆
し
た
り
、
励
ま
さ
れ
た
り
、
光
栄
に
思
っ
た
り
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
杜
詩
が
多
く
の
禅
僧
の
間
で
広
く
深
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め

初
期
に
お
い
て
杜
詩
は
、
既
に
字
号
や
上
堂
法
語
に
利
用
さ
れ
、
場
に
応
じ
て
当
意
即
妙

の
素
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
様
相
は
、
字
号
や
上
堂
法
語
の
場
合
、

直
接
に
杜
甫
の
名
を
詠
出
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
場
に
応
じ
て
杜
詩
句
を
詠
出
し
た
の
は

夢
巌
祖
応
や
中
巌
円
月
と
い
っ
た
禅
僧
に
限
ら
れ
て
い
た
。

中
期
に
な
る
と
、
初
期
の
傾
向
を
継
承
し
な
が
ら
、
そ
の
様
相
は
格
段
に
変
化
し
て
い
る
。

字
号
や
上
堂
法
語
に
杜
詩
を
利
用
す
る
禅
僧
が
増
え
、
直
接
に
杜
甫
の
名
を
詠
出
し
て
い
る
。

こ
れ
は
杜
詩
が
仏
典
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
、
初
期
に
も
増
し
て
外
集
の
中
で
も

特
別
な
存
在
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
証
拠
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
場
の
状
況
に
応
じ
て
杜

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
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句
に
酬
い
ん
と
欲
す
、
只
だ
徐
卿
二
子
の
歌
有
る
の
み
。

都
で
の
春
に
少
年
と
詩
を
和
す
る
に
際
し
、
第
四
句
で
少
年
の
優
秀
ぶ
り
を
称
揚
す
る
が
、

杜
甫
の
「
徐
卿
二
子
歌
」
詩
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
そ
の
詩
に
は
、
首
句
に
「
君
不

見
徐
卿
、
二
子
生
絶
奇
」
（
君
見
ず
や

徐
卿
の
、
二
子
生
れ
て
絶
奇
な
り
）
と
あ
り
、
徐

氏
の
二
人
の
子
が
優
れ
て
い
る
こ
と
が
詠
わ
れ
て
お
り
、
南
江
も
良
少
年
を
そ
れ
に
比
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
杜
甫
の
「
徐
卿
二
子
歌
」
は
、
優
れ
た
子
供
を
称
揚
す
る
際
の
一
つ
の
典
拠

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
旅
夜
書
懐
」

惟
忠
通
恕
（
？
～
一
四
二
九

）
は
「
天
地
一
沙
鷗
」
（
『
雲
壑
猿
吟
』
）
で
、
「
天
地
一
沙
鷗
、
機

心
萬
事
休
」
（
天
地
の
一
沙
鷗
、
機
心

萬
事
休
む
）
と
、
無
力
な
存
在
で
あ
る
天
地
に
漂

う
一
羽
の
鴎
の
よ
う
な
私
に
は
、
偽
り
巧
む
心
は
す
べ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
詠
じ
て

い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
が
成
都
を
離
れ
、
職
を
諦
め
た
と
き
に
詠
じ
た
「
旅
夜
書
懐
」
詩
の
句

に
、
「
飄
飄
何
所
似
、
天
地
一
沙
鷗
」
（
飄
飄

何
の
似
た
る
所
ぞ
、
天
地
の
一
沙
鷗
）
と
あ

る
の
を
典
拠
に
し
て
い
る
。
惟
忠
は
当
時
の
心
境
を
杜
甫
の
心
情
に
重
ね
合
わ
せ
た
の
で
あ

ろ
う
。

「
古
柏
行
」

太
白
真
玄
は
「
芳
草
堂
住
浄
妙
」
（
『
峨
眉
鴉
臭
集
』
）
で
「
大
椿
八
千
歳
為
春
、
成
器
晩

矣
。
古
柏
四
十
囲
溜
雨
、
取
材
難
哉
。
苟
非
間
世
偉
人
、
焉
任
山
重
命
」
（
大
椿
は
八
千
歳

を
春
と
為
し
、
器
を
成
す
こ
と
晩
し
。
古
柏
は
四
十
囲
に
し
て
雨
を
溜
ら
せ
、
材
を
取
る
こ

と
難
き
か
な
。
苟
く
も
間
世
の
偉
人
に
非
ざ
れ
ば
、
焉
ぞ
山
に
任
じ
命
を
重
ん
ぜ
ん
）
と
述

べ
て
い
る
。
大
器
晩
成
の
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
際
に
杜
甫
の
「
古
柏
行
」
詩
の
句
「
霜

皮
溜
雨
四
十
圍
、
黛
色
參
天
二
千
尺
」
（
霜
皮

雨
を
溜
ら
す

四
十
圍
、
黛
色

天
に
參
ず

二
千
尺
）
を
引
用
し
て
、
論
じ
て
い
る
。

心
田
清
播
も
杜
甫
の
「
古
柏
行
」
詩
の
句
を
踏
ま
え
、
「
辛
丑
冬
過
湖
上
、
吹
江
西
老
友

匀
」
（
『
聴
雨
外
集
』
）
で
「
神
龍
閉
蟄
尋
常
水
、
老
柏
凌
寒
四
十
圍
」
（
神
龍

閉
蟄
す

尋

常
の
水
、
老
柏

寒
さ
を
凌
ぐ

四
十
圍
）
と
、
江
西
龍
派
が
隠
居
さ
れ
た
こ
と
を
神
龍
に
比

し
、
そ
し
て
益
々
尊
厳
さ
を
増
し
た
こ
と
を
老
柏
に
比
し
て
い
る
。

「
登
高
」

義
堂
は
「
又
和
答
少
室
兼
簡
芳
庭
」
（
『
空
華
集
』
巻
三
）
で
、
「
禅
餘
對
客
揮
談
麈
、
不

尽
長
江
袞
袞
來
」（
禅
餘

客
に
對
し
て
談
麈
を
揮
へ
ば
、
不
尽
の
長
江

袞
袞
と
し
て
來
る
）

と
詠
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
「
登
高
」
詩
の
句
「
不
盡
長
江
袞
袞
來
」
（
不
尽
の
長
江

袞
袞
と
し
て
來
る
）
を
典
拠
に
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
杜
甫
の
名
を
直
接
に
詠
じ
な
く
と
も
、
杜
詩
句
の
み
を
援
用
す
る
場
合

が
存
す
る
。
こ
こ
で
挙
げ
た
例
は
一
部
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
当
事
者
で
あ
っ
た
禅
僧
に
と
っ

て
は
、
た
と
え
杜
甫
の
名
が
詠
出
さ
れ
て
い
な
く
て
も
そ
の
出
典
が
即
座
に
把
握
で
き
、
当

意
即
妙
の
詩
句
に
対
し
て
感
嘆
し
た
り
、
励
ま
さ
れ
た
り
、
光
栄
に
思
っ
た
り
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
杜
詩
が
多
く
の
禅
僧
の
間
で
広
く
深
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め

初
期
に
お
い
て
杜
詩
は
、
既
に
字
号
や
上
堂
法
語
に
利
用
さ
れ
、
場
に
応
じ
て
当
意
即
妙

の
素
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
様
相
は
、
字
号
や
上
堂
法
語
の
場
合
、

直
接
に
杜
甫
の
名
を
詠
出
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
場
に
応
じ
て
杜
詩
句
を
詠
出
し
た
の
は

夢
巌
祖
応
や
中
巌
円
月
と
い
っ
た
禅
僧
に
限
ら
れ
て
い
た
。

中
期
に
な
る
と
、
初
期
の
傾
向
を
継
承
し
な
が
ら
、
そ
の
様
相
は
格
段
に
変
化
し
て
い
る
。

字
号
や
上
堂
法
語
に
杜
詩
を
利
用
す
る
禅
僧
が
増
え
、
直
接
に
杜
甫
の
名
を
詠
出
し
て
い
る
。

こ
れ
は
杜
詩
が
仏
典
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
、
初
期
に
も
増
し
て
外
集
の
中
で
も

特
別
な
存
在
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
証
拠
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
場
の
状
況
に
応
じ
て
杜

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容

319



詩
を
詠
出
す
る
禅
僧
は
非
常
に
多
い
。
外
集
文
学
に
対
す
る
受
容
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と

に
起
因
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
禅
僧
が
当
意
即
妙
に
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

り
、
杜
詩
が
禅
林
社
会
に
一
層
深
く
浸
透
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

中
期
で
は
杜
甫
の
人
間
像
及
び
そ
の
詩
が
禅
林
に
深
く
浸
透
し
、
様
々
な
場
面
で
利
用
さ

れ
て
い
る
。
初
期
で
は
そ
の
受
容
が
い
ま
だ
希
薄
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
中
期
に
な
っ
て
深

化
し
、
全
盛
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

【
注
】

①
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
禅
の
宗
旨
と
文
学
観
の
連
関
を
め
ぐ
っ
て

―
」
（
『
禅
か
ら
見
た
日
本
中
世
の
文
化
と
社
会
』
ぺ
り
か
ん
社
・
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

②
⑫
⑬
拙
稿
「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
に
つ
い
て
―
中
期
禅
林
に
お
け
る
杜
甫
画
図

賛
詩
に
着
目
し
て
―
」
（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
四
十
五
・
四
十
六
号
合
併
号
・
二

〇
〇
四
年
）
参
照
。

③
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
中
期
に
お
け
る
杜
甫
の
情
に
対
す
る
関
心

―
」
（
『
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
二
九
号
・
二
〇
〇
七
年
）
参
照

④
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
忠
孝
へ
の
関
心
（
中
期
の
場
合
）
・
詩
文

詠
出
の
様
相
―
」
（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
六
五
号
・
二
〇
一
五
年
）
、
拙
稿
「
日
本

中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
忠
孝
へ
の
関
心
（
中
期
の
場
合
）
・
解
釈
の
様
相
―
」

（
『
富
永
一
登
退
休
記
念
論
集

中
国
古
典
テ
ク
ス
ト
と
の
対
話
』
研
文
出
版
・
二
〇
一

五
年
）
参
照
。

⑤
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
中
期
に
お
け
る
杜
甫
の
困
窮
像
に
つ
い
て

―
」
（
『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
六
三
巻
・
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

⑥
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
杜
甫
と
自
然
の
関
係
に
着
目
し
て
（
中
期

の
場
合
）
―
」
（
『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
六
四
巻
・
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

⑦
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
禅
的
要
素
に
着
目
し
て
（
中
期
の
場
合
）

―
」
（
『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
六
〇
巻
・
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

⑧
⑨
⑭
拙
稿
「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
初
期
に
お
け
る
応
用
と
流
布
―
」
（
『
中

国
学
研
究
論
集
』
第
八
号
・
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

⑩
前
掲
④
⑦
参
照
。

⑪
⑯
拙
稿
「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
禅
林
初
期
に
お
け
る
杜
詩
評
価
―
」
（
『
中

国
中
世
文
学
研
究
』
第
三
九
号
・
二
〇
〇
一
年
）
、
拙
稿
「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受

容
―
忠
孝
へ
の
関
心
（
初
期
の
場
合
）
―
」
（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
四
〇
号
・
二

〇
〇
一
年
）
、
前
掲
⑧
参
照
。

⑮
前
掲
④
⑤
参
照
。

太

田

亨
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